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共和国教育部,2003)が発行され現在に至っているが,
小学校用,初級中学用だけの改訂は見られず,まさにこ
の『全日制必務教育普通高級中学英語課程標準(実験稿)』
が,基礎教育段階全般を網羅する役割を担っている。以
下,付録部分を除き,原著50ページ分にある第一部から
第四部までを掲載する。
2.完訳の内容
第一部 前書き
社会生活の情報化と経済のグロー バノL/fヒによつて,英
語の重要性は日増しに高まっている。英語は,情報伝達
の最も重要な媒体の1つとして,すでに人間生活の各領
域において,最も広く使われるようになってきている。
また,多くの国家が基礎教育発展の戦略として,英語教
育を国民教育の重要な構成部分とし,英語に極めて重要
な地位を与えている。
改革開放から,わが国の英語教育の規模は継続的に拡
大され,英語教育は顕著な業績を残してきた。しかしな
がら,英語教育の現状はまだわが国の経済発展と社会に
適応できておらず,また,時代の要請とも大きな隔たり
が存在する。このたびの英語課程改革 の重点は以下のと
おりである。まず,文法を過度に重視し,語彙知識の解
説と教授を重視し,生徒の実用的な言語表現能力育成を
軽視するという英語課程の傾向を改善すること。生徒の
興味,生活経験,認知レベルを基盤に,体験,実践,参
2第10期5ヵ年計画 (2001年-2∞5年)。
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中華人民共和国学校英語教育の基礎資料
木村 裕 三
1.はじめに
本稿は,中華人民共和国 (以下 「中国」と表記)の基
礎教育段階1の英語教育の基盤である,『全日制必務教育
普通高級中学英語課程標準 (実験稿)』(中華人民共和国
教育部,2∞1)の日本語完訳版である。公教育における英
語教育は国家による言語教育政策であり,各国は国家カ
リキュラムを制定し,教室現場の英語教育を統制してい
る。わが国も当然その例外ではなく,英語科の場合,教
科としての英語が開始される中学校とそれに続く高等学
校において,「学習指導要領」を定め,これを基盤として
英語科教育が展開されている。
本稿の『全日制必務教育普通高級中学英語課程標準(実
験稿)』は,わが国の 「学習指導要領」にあたり,中国に
おける学校英語教育の根幹的役割を果たしている。しか
しながら,わが国の 「学習指導要領」にはない特徴を持
っており,英語科教育研究の基礎資料としての価値は高
く,その日本語完訳版を掲載することの意義は大きい。
周知のとおり,中国の経済・社会開発計画は 「5ヵ年
計画」によつて画策され, 日下第十期五ヵ年計画 (2000
年-2005年)が最終年度を迎えている。本稿の 『全日制
必務教育普通高級中学英語課程標到 が出版された2∞1
年は,五ヵ年計画の1年目にあたり,「実験稿」という表
記がその計画性を物語つている。その後,高級中学用に
改訂された 『普通高中英語課程標準 (実験)』(中華人民
1初等・中等教育段階 (初等学校,初級中学,高級中学)
までの教育課程。初級中学がわが国の中学校,高級中学
が高等学校に相当する。
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加,協力 0交流のある学習方法,タスク型の授業方法を
提唱すること。生徒の総合的な言語運用能力を伸ばし,
言語学習を通して生徒の積極的な感情 ・態度,能動的な
思考を形成すること。生徒の大胆な実践を促し,彼らの
異文化意識と自主的に勉強する力を養成すること,であ
る。
一,課程の性質
外国語は基礎教育段階の必修科日であり,英語は外国
語の中でも主要な言語の一つである。英語課程の学習は
生徒が英語の学習と実践活動を通じて,英語の知識と技
能を着実に身につけ,言語の実用的な運用能力を高める
だけでなく,彼らの意識を磨き,情操を陶冶し,視野を
拡大し,生活経験を豊力ヽ こするとともに,思考能力を開
拓し,個性を発展させ,人文科学の素養を高める過程で
もある。
基礎教育段階の英語課程の役害1は,以下の通りである。
生徒の英語に対する興味を育成し,生徒の自信を樹立さ
せ,よりよい学習習慣と有効な学習ストラテジーを養成
し,生徒の自主的な学習能力と協力精神を伸ばすこと。
また,生徒に一定の英語の基礎知識とリスニング,スピ
ーキング, リーディング,ライティングの技能を掌握さ
せ,生徒の観察力,記憶力,思考力,想像力と創造精神
を養成すること。生徒の世界理解を促し,中国と西洋の
文化的差異の理解を促し,視野を広げ,愛国主義精神を
養成すること。健康的な人生観を形成し,生涯学習と発
達のための好ましい基礎を築くこと,である。
二,基本的な理念
(一)全ての生徒に対し素質教ぎを重視する
英語課程は,全ての生徒に対して素質教育を重視すべ
きである。課程は特に一人一人の生徒の感情を大事にし,
380年代から中国で始まつた教育に 子ども自身の素質
に基づき,個人のやる気を喚起する全人的教育(王,2001)。
わが国の総合学習に通じるところがある。
彼らの英語を学ぶ興味を刺激するとともに,彼らに学習
の成就感と自信を持たせる。また,学習過程で,彼らの
総合的な言語の運用能力を伸ばし,人文科学の素養を高
め,実践の能力を強め,倉1造精神を育成する。
(二)課程全体の設計目標,柔軟さと開放の体現
基礎教育段階の英語課程の目標は生徒の言語技能,言
語知識,感情態度,学習ストラテジーと文化意識の発展
を基盤とし,その上に,生徒の英語の総合的運用能力を
育成することにある。《全日制義務教育一般高級中学英語
課程標準 (実験稿)》(以下 《標準》と略称する)では,
課程の目標を9つのレベルに設定し,生徒が
“何をする
ことができるか"という表現によつて具体的に各レベル
が要求するところを描写した。このような設計は,基礎
教育段階の生徒の能力が順を追つて漸進することと,課
程との有機的な関連を目指し,国家レベルの英語課程標
準の全体性,柔軟性,開放性4を表している。
(三)生徒の主体性を際立たせ,個人の相違を尊重する
生徒の成長は英語課程の出発点であり,日標でもある。
英語課程はその日標設定,授業過程,課程評価と授業の
ためのリソー スの開蒼などにおいて,生徒の主体的な思
想を優先させることを目標とする。課程の実施は生徒が
教師の指導の下で知識を構築し,技能を高め,意志を磨
き,思考を活性化させ,個性を発揮し,知能を伸ばし,
視野を広げる過程である。
(四)活動の方法を採用し,体験的な参加を提唱する
課程はタスク中心の教授モデルを提唱し,教師の指導
の下で生徒が感じ,体験し,実践し,参加し,そして協
力するなどの過程を通じて,タスクの日標を実現し,成
功を感じ取るようにする。学習過程の中では,感情とス
トラテジー の調整を行い,それによつて積極的な学習態
4課程の全体性とは,課程の全体としての整合性を意味
する。柔軟性と開放性については,「第四部 実施の提案,
三,課程のためのリソー スの開発および利用」0.126Jを
参照。
5具体的には,「第四部 実施の提案,三,課程のための
リソー スの開発および利用」0.120を参照。
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度を形成し,言語の実用的な運用能力を促進させる。
(五)過程評価を重視し,生徒の成長を促進する
生徒の学習に対する興味を喚起し, 自主的な学習能力
を伸ばす評価体系を作り上げる。この評価体系は,形成
的評価と総括的評価で構成されている。英語授業の過程
では形成的評価を軸とし,生徒の学習に対する積極性と
自信を育成することを重視すべきである。総括的評価は
生徒の総合的な言語技能と言語の運用能力を重視すべき
である。評価は,生徒の総合的な言語運用能力と健全な
人格を伸ばすのに役に立たねばならず,これによつて,
教師の教育と教授のレベルが絶えず高まり,そして英語
課程の継続的な発展と充実が促進されるべきである。
(六)課程のためのリソース6を活用し,学習と運用の方
法を開拓する。
英語課程は,課程のためのリソースの合理的な利用と
積極的な開発を要求し,生徒の実態に近く,生徒の生活
に密着し,時代にマッチした健康的で豊富な内容の課程
のためのリソースを提供する。また,録音 ・録画,テレ
ビ,書籍や雑誌,ィンターネット情報などの豊富な授業
のリソー スを積極的に利用して,英語を学習し,それを
運用する手段・方法を幅広く開拓すべきである。さらに,
生徒が課程のためのリソースの開発と禾J用に こ参
6英語教材と生徒の総合的な言語運用能力を伸展させ
るその他の学習教材、および授業を支援する施設 ・設
備のことを指す 0126)`
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
生徒が課程のためのリソー スの開発と利用に加すること
を積極的に奨励し,支援すべきである。
(標準》では,国際的に通用する等級によって段階に
分ける方法を採用し,能力のレベルによつて英語課程の
日標に 9つのランクを設定する。この設計は,言語学習
の規則と,各年齢段階における生徒の生理的,心理的発
達にとつて必要な条件とその特徴に従つたものである。
また,これは,我が国の多民族と広大な地域,経済と教
育発展のアンバランスといった実情も考慮に入れたもの
であり,国家レベルの英語課程標準の全体性と柔軟性,
そして開放性の具現化を目指している。
国家レベルの英語課程は,小学校3年生から英語を開
始することを要求する。僧票ど動 第二級は,小学校6年生
修了時に到達すべき英語の基本的必要条件であり,第五
級は9年生修了時に到達すべき基本的必要条件であり,
第人級は高校卒業時の基本的必要条件である。第二,四,
六,七級は第二,五,人級間の移行の級である。移行級
レベルの設置は,各段階における教育指導に役立つばか
りでなく,課程の柔軟性と開放性のための論拠となる。
図1は,英語課程の各級レベルの目標構造を示している。
普通高校修了時レベ
9年生修了時レ
6年生修了時レベル
図1 英語課程各級の目標構造
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課程目標の級ランクは,基礎教育段階の各学年と必ず
しも一致しない。しかし,各級ランクの日標は, 3～6
年生, 7～9年生,および高等学校の各学年の授業と評
価,教材編纂に対し,順次漸進し,着実に上昇する指導
目標を明確に示し,課程の全体的な実施に役に立つ。 3
年生から英語課程を開始した学校は, 3, 4年生で一級
の目標を完成するべきであり, 5, 6年生は二級の目標
を完成すべきであり, 7～9年生はそれぞれ三,四,五
級の日標を完成すべきであり,高校の段階は六,七,八
級の日標を完成すべきである*。第九級は外国語学校と外
国語特色学校の高校卒業課程目標のための指導の級であ
る。このランクは一部の学校を対象とし,英語の特殊技
能を持つた少数の生徒の基礎教育段階育成の方針である。
各地域は,国家 0省市 ・県区の三層を管理する国家レ
ベルの課程の関連政策に基づき,現地の条件と需要に合
わせて,適宜各学年の英語課程の目標を調整することが
できる。教育基盤と教師の条件がまだ整備されていない
地区や学校,英語を第二外国語とする学校,これらにつ
いては,各学年の英語課程目標の要求を適宜引き下げる
ことができる。英語の教育基盤と条件に恵まれた学校は,
生徒に負担を力ヽ すないことを前提とし,各学年の英語課
程日標の要求を適宜高めることができる。
*付注 :高校段階の英語課程の目標については,教育部
による新しい高校課程計画が確定された後,それに応じ
た調整が求められる。
第二部 課程の目標
基礎教育段階の英語課程の全体的目標は生徒の総合的
な言語運用能力を育成することである。総合的な言語運
用能力は生徒の言語技能,言語知識,感情態度,学習ス
トラテジーと文化意識などの素養を全体的に発展させた
基盤の上に形成される。言語知識と言語技能は総合的な
言語運用能力の基礎であり,文化意識は言語を適切に運
用することを保証する。感情態度は生徒の学習と発展に
影響する重要な要素であり,学習ストラテジーは学習の
効果を高め,生徒の自主的な学習能力を発展することを
保証するものである。この5つの領域が共働して総合的
な言語運用能力の形成を促進する。課程目標の構造は,
図2のとおりである。
図2 課程目標の構造
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基礎教育段階の英語課程目標の各ランクは生徒の言語技
能,言語知識,感情態度,学習ストラテジー,文化意識
という五つの領域の総合的な行為の表現を基にして描か
表 1
れた全体的な表現である。以下は課程の一級から九級ま
で達成するべき総合的な言語運用能力の目標で,表1の
とおりである。
ランク 目 標 に 関 す る 総 合 的 説 明
一級
英語に対して好奇心があり,他人が英語で話すのを聞くのが好きである。教師の簡単な命令によつて,ゲ
ームをし,動作をし,何かをする (例えば色を塗ったり,線を結んだりする)ことができる。簡単な役を
演じることができる。簡単な英文の歌を歌うことができ,簡単な英語の児童詩7を言うことができる。絵を
見ながら,簡単な物語を聞いて理解でき,読んで理解できる。簡単な個人的情報を交換することができ,
簡単な感情と感覚を表現できる。字母を単語を書くことができる。英語学習の中0蛾 した外国の文化と習
慣に対して興味を持つ。
二級
英語学習に対して持続的な興味があり,また持続的に趣味としている。簡単な英語を使つて互いに挨拶を
し,個人,家庭,友だちに関する簡単な情報を交換することができる。学んだ内容によつて簡単な対話や
児童詩を演じることができる。絵を見ながら簡単な物語を聞き,読んで理解でき,自分で話すことができ
る。絵あるいは提示によつて簡単な文を書くことができる。学習へ参加することが好きであり,積極的に
協力し,分からないときは率先して尋ねる。外国の文化と習慣を理解することが好きである。
三級
英語学習に対して積極性があり,初歩的な自信を持つている。よく知っている話題に関する短い会話文と
簡単で短い物語を聞き;理解することが出来る。教師あるいは友達の間でよく知られている話題 (例えば
学校,家庭生活)の情報を交換することができる。簡単な物語や,他の簡単な文体の文章を読んで理解す
ることができる。模範例を参照するか,絵をみながら,簡単な文を書くことができる。簡単な役を演じる
活動に参加することが出来る。適切な学習方法を試してみることとができ,学習の中で遭遇した困難を克
服することができる。言語による交流には文化的な相違が存在することを意識できる。
四級
自分の学習に必要な目標を明ら力ヽ こし,英語学習に対してより強い自信を持つている。日常のコミュニケ
ーシヨンにおける対話と簡単な物語を聞き分かることが出来る。よく知つている生活の話題に対して簡単
な情報と意見を交換することができる。簡単な物語を読んで理解することができる。書き置きと簡単な手
紙を書くことができる。異なった教育的リソー スを試してみることができ,日頭と文書資料の中から情報
を取り出して知識を広げ,簡単な問題を解決し,結果を述べることができる。学習の中で互いに助け合つ
て,困難を克服することができる。合理的に学習課題を計画,手配することができ,積極的に自分に合う
学習方法を探求することができる。日常のコミュニケーションと学習の中で国内外の文化の相違に気づく
7「歌謡」という,中国独自の児童のために書かれた短い韻律のある詩の訳語。中国の幼稚園では,
の訓練のために,調鯖岳」を暗誦すことが伝統的に実施されている。
8字母 :中国音韻学において一つ一つの音声を表すのに用いる漢字。声母 lk〕を表すのに 「見」lken〕
という類。通常36字母を認める (新村2004)。
幼児の言葉
を用いて見母
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ことができる。
ランク 目 標 に 関 す る 総 合 的 説 明
五級
より明確な英語学習の動機と積極的で能動的な学習態度を持っている。教師がよく知つている話題を聞い
て理解し,自分も討論に参加することができる。日常生活の各種の話題について,他人と情報を交換する
ことができ,自分の意見を述べることができる。7-9年生の生徒向けの簡単な読み物と新聞雑誌を読んで
理解することができ,未知語の障害を克服して,要点を理解することができる。読書の目的に応じて,適
切な読書のストラテジー を運用することができる。説明・指示に従つて,簡単な作文を書き,それを推敲
することができる。他人と協力して,問題を解決し,結果を報告し,共に学習課題を完成する。自分の学
習に対して評価することができ,学習方法を総括することができる。多種の教育的リソー スを利用して勉
強することができる。文化の相違に対しての理解と認識をいつそう強めている。
六級
英語学習の動機をいつそう強め, 自主的に勉強する強い意識がある。日頭あるいは文書資料の中の観点を
理解し,自分の見解を発表することができる。日頭で,あるいは文字を使つて効果的に個人の経歴を述ベ
ることができる。教師の支援の下で,各種の英語学習活動を計画,組織し実施することができる。自ら学
習のためのリソー スを拡大し利用することができ,多くの手段 0方法で情報を得ることができる。自己の
評価結果によつて学習の目標とストラテジーを調整することができる。コミュニケーションの中で言語文
化が内包するものとその背景を体得することができる。
七級
明確で持続的な学習の動機および自主的な学習意識がある。より広範な話題について情報を交換し,問題
を提出し,自分の見解を述べることができる。英文の原著をリトー ル ドした高校生向けの読本と,英語の
新聞雑誌を読んで理解することができる。初歩的で実用的な創作の能力を持つている。例えばお知らせ,
招待状などである。教師の支援の下で,自ら各種の言語の実践活動を計画,組織し実施することができる。
自発的に多種の教育的リソースを利用して勉強することができる。より強い自己Lントロール能力を持ち,
自分に合う学習ストラテジーを初歩的ながら形成することができる。コミュニケーションの中で文化の相
違を理解 し,初歩的な異文化コミュニケーションの意識を形成する。
八級
より]強い自信と自主的な学習能力がある。よく知つている話題について英語を話す人々と自然にコミュニ
ケーションすることができる。日頭あるいは文書の内容に対して,評価的な見解を発表することができる。
意味のつながった, しかも完全な構造の短文を書き出すことができる。自主的に各種の言語の実践活動を
計画,組織,実施することができる。例えば計画を協議し,実験を報告し,結果を調査するなどである。
インターネットなどの多種の教育的リソー スを効果的に利用し,情報を得ることができる。自覚して学習
の効果を評価することができ,有効な英語の学習ストラテジーを形成する。コミュニケーションの中で文
化が内包するものとその背景を理解し,外国文化を尊敬し,寛容な態度をとることができる。
九級
自主的に学習する能力がある。よく知つている話題に関する講演,討論,報告などの内容を聞いて理解す
ることができる。国内外で広く関心を持つている問題,例えば環境保護,人口,平和と発展などの問題に
対して英語を使つて話し合うことができ, 自分の態度と観点を表明することができる。日常生活で日頭に
よる通訳ができる。各種の機会を利用して英語を使つて実際にコミュニケーションを行う。辞書を使つて
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¬般向けの科学に関する本や文学作品を幅広く読むことができる。 よ く見力ヽ する実用文を使つて一般的
な作文を完成し,文献を使う初歩的な能力を持っている。自主的に学習の手段 ・方法を開拓し,学習のリ
ソースを増やし,より強い世界意識を持っている。
第二部 内容標準
基礎教育段階における英語課程の各ランクの総体的日
標に基づき,課程標準は言語技能,言語知説 感情態度,
学習ストラテジー,文化意識の五つの領域において各ラ
ンクに応じた具体的な内容の標準を示した。その中で;
言語技能の中のリスニング,スピー キング,ライティン
グ, リーディングの四つの技能に対して九つのランクの
目標基準を提示した (生徒の生理的および心理的特徴と,
認知の発達水準および感情の要求に応じて,一級と二級
ではより具体的な言語技能の目標基準を示した);言語知
識の中の音声,文法,語彙,機能・話題に対して三級,
五級と人級の目標基準を提示した。感情態度,学習スト
ラテジー,文化意識に対しても二級,五級,人級の日標
基準を提示した。
一,言語技能
言語技能は言語のコミュニケーション能力の重要な構
成部分である。言語の技能はリスニング,スピー キング,
リー ディング,ライティングという四つの領域の技能お
よび,四つの技能の総合的な運用能力を含観 リスニン
グとリー ディングは理解する技能であり,スピー キング
とライティングは表現の技能であり,この四つの技能は,
言語学習とコミュニケーションの中で互いに補完し合っ
て促進する。生徒は個々の技能とそれを統合した総体的
な言語の実践活動を通じて,総合的な言語の運用能力を
形成すべきであり,そうすることによつて実際の言語コ
ミュニケーションのための基盤が形成される。そのため,
リスニング,スピーキング, リーディング,ライティン
グは学習の内容でもあり,また,学習の手段でもある。
言語技能の目標は,生徒があるランクで
“何をすること
ができるが'ということをその主な内容とするが,これ
は生徒の学習に対する積極性を奮起させるだけでなく,
生徒の言語運用能力を向上させることができ,また,生
徒の学習結果を合理的かつ科学的に評価することにもつ
ながる。表2は言語技能の各ランクの目標である。
表
級 技能 目 標 に 関 す る 総 合 的 説 明
級
?
?
??
?
1.耳にした語句によつて絵あるいは実物を識別することができる ;
2.授業の中の簡単な指示が理解でき,それに対して正しい反応をする ;
3.指示に従つて行動することができる。例 :絵を指す,色を塗る,絵を書く,動作をする,手作業をする;
4.絵と動作の提示によつて簡単な物語が理解でき,それに合わせた反応をする。
?
?
??
?
1.録音を聞いて英語を話すことをまねる;
2.互いに簡単な挨拶を言うことができる;
3.互いに簡単な個人の情報を交換することができる,例:姓名,年齢など;
4.簡単な感情と感覚を表現することができる,例:好ききらい ;
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級
?
?
??
?
5.表現によつて意味を推測し,単語を言うことができる;
6,英語の子供の歌を15-20曲歌うことができ,15-20曲の児童詩を言うことができる;
7.絵と文によつて単語や短い文を話すことができる。
?
?
?
1。英語を使つてゲームを行い,ゲー ムの中で英語を使つて簡単なコミュニケーションを行うことができる;
2.簡単な役を演じることができる ;
3.英文の歌を歌うことができ,簡単な子供劇を演じる,例 《小さな赤い帽子》など。
?
?
??
?
1 .
2.
絵を見て単語が読める ;
物体を識別 した上で,その物体を表す語句を読むことができる
絵を見ながら簡単な物語を読んで理解できる ;
正しく字母と単語を書くことができる。
3
4
?
??
1.平易な言葉遣いの英語のアニメーションやある程度のレベルの授業用番組を見て理解することができる;
2.視聴時間は学年ごとに少なくとも10時間 (毎週平均20-25分)。
級
?
?
?
?
?
1.絵,画像,手振りを見ながら,簡単な言葉あるいは録音の資料を聞いて理解できる;
2.簡単な絵のついている物語を聞き,理解することができる;
3.授業の中で簡単な質問を聞き,理解できる;
4.よく使う指示と要望の文を聞いて理解でき,適切な反応をする。
?
?
ー
?
?
?
1.口頭で表現する時,明確な発音ができ,イントネーションで意味を表すことができる ;
2.よく知っている人や家庭の状況について簡単で短い対話を行うことができる ;
3。日常の最もよく使ういくつかの決まり文句を使うことができる (例:挨拶,別れ,謝意,遺憾の意など);
4.教師の支援の下で簡単な物語を言うことができる。
?
ー
?
?
?
?
1.学習した語句を認識することができる ;
2.綴りの規則に従つて,簡単な単語を読むことができる ;
3.教材の中の簡単で短い要求文あるいは命令文を読んで理解することができる ;
4.グリー ティングカー ドの中の簡単で短い情報を理解することができる ;
5。絵を見ながら簡単な物語や短い文章を読んで理解することができる。また,言語の統語関係に従つて文章
を読む習慣を養成する ;
6。学習したことのある物語,または短文を正しく朗読することができる。
?
?
?
ィ
?
?
1.模範例文をまねて英文を書くことができる;
2.簡単な挨拶を書き出すことができる;
3.指示に従つて絵や実物などを見ながら簡単で短い標題,あるいは文を書くことができる;
4。大文字と小文字,そして文章記号を基本的に正しく使うことができる。
?
。?
1.指示に従つて簡単な英語を使つたゲームをすることができる;
2.教師の支援のもとで,簡単な物語や童話劇を演じることができる;
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??
?
?
?
??
?
3.児童詩,または簡単な英文詩30～40編を歌うことができる (一級の内容を含む)
4.英語の歌30～40曲を歌うことができる (一級の内容を含む);
5.英文のアニメーションと同程度の英語の授業番組を見て理解できる。
<少なくとも一週間で20-25分>
級
?
?
?
?
?
1.違う文型のイントネーションを調 すヽることができる,例:平叙文,疑間文と命令文など;
2.イントネーションの変化によつて,英文の意味の変化を判断することができる;
3.児童詩の中の韻律を見分けることができる;
4。文章の段落の中で英文間の関係を見分けることができる;
5。学習活動の中で連続した命令と問題を聞いて理解でき,適切な反応をする;
6.よく知っている話題に関する短い会話を聞いて理解できる;
7.提示したヒントによつて教師の述べた簡単な物語を聞いて理解できる。
?
?
ー
?
?
?
1.授業の活動の中で,簡単な英語を使つてコミュニケーションすることが出来る;
2.よく知つている話題に関する簡単なコミュニケーションができる;
3.教師の指導のもで,簡単なゲームに参加し,ロールプレイ活動に参加することができる;
4.提示したもの (例えば絵,スライド,実物,文字など)を使いそれについて簡単に描写することができる
5。自分の状況と経歴を紹介することができる;
6。簡単な物語を述べることができる;
7.簡単な英語の詩,あるいは児童詩を一定量暗唱することができ,いくつか英語の歌を歌うことができる
8.上で述べたような国語活動が:基本的に正しい音声,イントネーションで行われている。
?
ー
?
?
?
?
1.正しく本文を朗読することができる :
2.簡単で短い文書の命令文を理解することができ,命令の指示どおりに学習活動を行うことができる ;
3.簡単な物語と短い文章を読んで理解することができ,その要点を捉えることができる ;
4.簡単な辞書の初歩的な使用が可能である ;
5.教材のほ力ヽ こ,授業外に累計4万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
ィ
?
?
1.常用する文章記号を正しく使うことができる;
2.簡単な図表とポスター などを使うことができる;
3.模範例を参照して簡単なグリァティングカードや招待カードを書き,返事を書くことができる:
4.一連の絵をみながら,フレー ズや文を使ってその絵を描写し簡単な物語を書くことができる。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1.正常なスピードの言葉を聞いて理解することができ,主要な情報を得ることができる;
2.簡単な物語の筋の展開を聞いて理解することができ,その中の主要な人物と事件を理解できる;
3.いくつかの連続した指示に従ってタスクを完成させることができる ;
4.放送やテレビの中で,初級の英語の授業番組を聞いて理解できる。
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四
級
?
?
ー
?
?
?
1.指示に基づいてつながりのある簡単な命令文を言うことができる;
2.話題を引き出し,何回力ヽ こわたつて話し合いを行うことができる;
3.教師の支援のもと,あるいは絵を見ながら,簡単な言語を使つて自分か他人の経歴を述べることができる;
4.教師の指導の下で,ロー ルプレイ活動に参加することができる;
5。上で述べた日語活動で,正しい音声,イントネーションを使うことができる。
?
ー
?
?
?
?
1.流暢に本文を朗読することができる ;
2.説明文などの応用文体の資料を読んで理解することができる ;
3.簡単な文章の中から関係ある情報を探し出し,要点を理解することができる ;
4.文の前後から新語の意味を推測することができる ;
5。図表のついた情報を理解,解釈することができる ;
6.簡易な読み物の中の事件発劉順序と人物の行為を理解することができる ;
7.簡単な個人の手紙を読んで理解することができる ;
8。英中辞書などを使つて,読書内容の理解を促進することができる ;
9.教材のほ力ヽ こ,授業外に累計 10万語以上の単語の読書量を達成すべきである(
?
?
?
ィ
?
?
1.文章記号を正しく使うことができる;
2.連語あるいは簡単な単文を使つて自ら創作した絵の説明を創作することができる;
3.簡単で短いまとまつた文を書き出すことができる,例えば簡単な命令 規則 ;
4.教師の支援のもと,或いはグループ討論の形式で作文を創作し,推敲することができる。
五
級
?
?
?
?
?
1.イントネーションとアクセントによつて話者の意図を理解することができる;
2.よく知つている話題の会話を聞いて理解でき,その中から情報と視点を取り出すことができる;
3.コンテキストを利用して新語の意味を推測し,要点を理解することができる;
4.普通の速さに近い物語や説明文を聞いて理解でき,物語の因果関係を理解することができる;
5。聞いている過程で適切な反応をすることができる;
7.短い会話を聞いて簡単な情報を記録することができる。
?
?
ー
?
?
?
1.簡単な話題の情報を提供し,簡単な観点と意見を表し,討論に参加することができる;
2.他人と情報を交換することができ,協力してタスクを完成する
3.口頭表現の中で適切に自分の修正を行うことができる ;
4.情報を効果的に尋ねることができ,支援を求めることができる ;
5。話題に従つて場面を設定した会話をすることができる ;
6.英語を使つて短い劇を演じることができる ;
7。上の国語活動の中で音声,イントネーションが自然であり,日調は適切である。
1.文の前後関係と単語の語構成から,新語の意味を推定し,理解することができる ;
2.段落の中で各文の間の論理関係を理解することができる ;
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五
級
?
ー
?
?
?
?
3.文章のテーマを探し出し,物語の筋を理解し,物語の筋の展開と結末を予測することができる;
4。身近にある読解資料を読んで理解することができる;
5。読解の目的に応じて,初歩的な読解ストラテジーを運用して情報を得ることができる;
6.辞書などの道具を使つて勉強することが出来る;
7.教材のほ力ヽ こ,授業外に累計15万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
?
?
?
1.作文の指示に従つて,素材を収集し,用意することができる ;
2.単独で短文や短い手紙を書くことができ,教師の指導のもとで推敲することができる ;
3。よく使用する接続詞を使って,順序と論理関係を表すことができる ;
4.簡単に人物あるいは事件を描写することができる ;
5.図や表を見て,簡単な段落や操作説明を書き出すことができる。
級
?
?
?
?
?
1.聞いた段落の中のキーワー ドを把握でき,文の間の論理関係を理解することができる ;
2.リスニングの資料や簡単な講演の中から情報とポイントを取り出すことができる ;
3.普通の速さの物語や説明文を聞いて理解でき,その中の主要な人物と事件およびその関係を理解すること
ができる ;
4.日常の要求と指示を理解することができ,要求と指示によつてタスクを完成させることができる。
?
?
ー
?
?
?
1.情報を伝達することができ,よく知っている話題に対して見解を表現することができる ;
2.繰り返したり,例を挙げたり,また,釈明するなどの方法を通じて,意味を明ら力ヽ こすることができる;
3.個人の体験を筋道立てて表現することができ,個人の見解と想像を表現することができる ;
4.適切な方法で特定の場所において態度と願望を表すことができる ;
5.適切なイントネーション, 日調とリズムを使って自分の意図を表現することができる。
?
ー
?
?
?
?
1。一般の文字資料の中から主要な情報と観点を得ることができる ;
2.文の前後関係と文の構造を利用して語義を推測することができる ;
3.文の前後の手がかりを推理することによって物語の筋の展開を予測することができる :
4.リー ディングの目的が異なれば,それに応じて異なる読解ス トラテジーを確定することができる ;
5。異なる情報手段を通じて必要な情報を取ることができる ;
6.教材のほ力ヽ こ,授業外に累計20万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
?
?
?
1.適切な型を使って書き置きと簡単な書簡を書くことができる ;
2.簡単な人物あるいは事件を描写することができ,自分の見解を表現することができる ;
3.本文をグループ単位の短い劇に直すことができる ;
4.適切な言葉遣いでグリー ティングカー ドを書くことができる ;
5.友達や文通友達に手紙を書いて,情報と感情を交換することができる。
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級 技能 目 標 に 関 す る 総 合 的 説 明
七
級
ン
グ
?
?
1.文章の段落の中で重要な情報を識別し,簡単な推定を行うことができる;
2.聞いた内容を筆記することができる;
3.言葉の中の手がかりによつて関連している事実と情報を結びつけることができる;
4.物語の中で人物と物事の描写や,筋の発展と結果を理解することができる。
?
?
ー
?
?
?
1.英語を使つて言語の実践活動を行うことができる,例えばインタービュー
2.テー マによつて,少し用意してから,簡単な短い発言を行うことができる
3.問題に対して問題を解決する見解と方法を提案することができる ;
4。一般的な話題を目頭で表現することができる ;
5。問合わせと要求に従って適切な反応をすることができる。
?
ー
?
?
?
?
1。文章の中から主要な情報を得ることができ,要点を抜き出すことができる ;
2.文章の主旨,作者の意図を理解することができる ;
3.簡単な文章の中から情報を取り出し,選び,再構成することができる ;
4.文の前後の手がかりを利用して理解を促すことができる ;
5。平易で著名な英語の詩を理解し,鑑賞することができる ;
6。教材のほ力ヽ こ,授業外に累計20万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
ィ
?
?
1.文字と図表を使つて情報を提供し,簡単な描写を行うことができる ;
2.よくある様式の短文を書き出すことができる,例えば報告書や手紙など;
3。人物あるいは事件を描写することができ,自分の見解を表現することができる
4.個人の状況に関係する表を書き込むことができる,例えば申請書や求職票など
5。簡単な文章を翻訳することができる。
級
?
?
ン
グ
1.異なる日調が意味する異なる態度を識別することができる;
2.よく知っている話題の討論と談話を聞いて理解でき,要点をしつかり覚えることができる;
3.簡単な段落のポイントを捉えることができる;
4.放送,テレビの英語ニュースのテーマあるいは要点を聞いてわかる;
5。婉曲な提案とアドバイスなどを聞いて理解できる。
?
?
ー
?
?
?
1.適切なイントネーションとリズムを使うことができる;
2.学習課題について,互いに話し合つて計画を立てることができる;
3。実験と調査研究の過程と結果を報告することができる;
4.準備を経て,一般的な話題を使つて3分間のスピー チを行うことができる;
5。日常生活において人と付き合う中で,言葉を効果的に使つて表現することができる。例えば,発表,判院
叱責,苦情を訴えるなど;
6。日常生活において一般的な通訳をすることができる。例えば,外国人を連れてショッピングしたり,観光
したりすることなど。
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級 技能 目 標 に 関 す る 総 合 的 説 明
級
?
ー
?
?
?
?
1.読書の資料の中で異なつている観点と態度を理解することができる ;
2.違う文体の特徴を識別することができる ;
3.文構造の分析を通じて,難しい文や長い文を理解することができる ;
4.教師の支援のもと,分かりやすい文学作品を鑑賞することができる ;
5。学習課題の必要性に応じて,電子媒体の読み物あるいはインターネットの中から情報を得,そして加工処
理を行うことができる ;
6.教材のほ力ヽ こ,授業外に累計36万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
ィ
?
?
1。つながりがあり,完成された構造の短文を書き,事実を描写し,観点と態度を表現することができる ;
2.本文の要旨を書くことができる ;
3.創作した文体が模範に合致しており,文の意味が通じるようにすることができる ;
4.文字と図表で提供した情報を使つて短文あるいは報告を書くことができる。
九
級
?
?
?
?
?
1.よく知っている話題に関する講演,討論,弁論,および報告を聞いて理解できる;
2.国内外の一般的な英語ニユァスの放送と天気予報を聞いて理解できる;
3。長い発言内容の要点を提えることができ,発言の人の観点と目的を理解する;
4。会話の中から相手の態度,喜びと嫌悪,立場を判断することができる;
5。一般的なユーモアを理解することができる;
6, リスニングを行つていくうちに,一般的なアクセントを理解する困難を克服することができる。
?
?
ー
?
?
?
1.国内外で広く関心を持たれている問題,例えば環境保護,人口,平和と発展などについて英語を使つて話
し合い,自分の態度と観点を表明することができる ;
2.話し合うときの適切な節度を把握し,定型の挨拶を使うことができ,質問をすることができ,談話を終え
ることができる ;
3.準備を経て,いくつかの特別テーマについて5-10分間の講演を行い,関連質問に応答することができる;
4.英語を使って面接試験を受けることができる ;
5。一般的な内容の通訳を口頭でできる ;
6.コミュニケーションの中で適切に自分の感情を表現する ;
7.コミュニケーションの中で生じた誤解を明ら力ヽ こし,説明することができる。
?
ー
?
?
?
?
1.一般の英字新聞 ・雑誌を読むことができ,主要な情報を得ることができる ;
2。一般の英文の原著を読んで,あらすじを提え,主要な人物を理解することができる ;
3.各種の商品の説明書など非専門技術的な資料を読んで理解することができる;
4.情景と文の前後関係から,未知の言語の現象を推測することができる;
5。多種の参考資料や辞典などを使つて,複雑な言語の問題を解決することができる;
6。読書に幅広い興味があり,優れた読書習慣がある;
7.インターネットなどのメディアを有効に利用して情報を得,処理することができる。
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二,言語知識
基礎教育段階で生徒が掌握すべき英語の言語の基礎知
識は音声,語彙,文法,機能と話題の五つの領域の内容
を含む。知識は言語能力の有機的な構成部分であり,言
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語技能を発展させる重要な基礎である。表 3は二級,五
級,人級の言語知識の日標である。詳細については付録
を参照のこと。
級 技能 目 標 に 関 す る 総 合 的 説 明
九
級
?
?
?
ィ
?
?
1.英文を使つて要旨,報告,お知らせ,公務の手紙などを書くことができる ;
2.比較的詳しく生き生きと英語を使い,情景,態度,感情を描写することができる ;
3.適切な文体と正しい言葉を使つて自分の観点を述べ,他人の観点を論評することができる ;
4.創作の中で,引用資料や引用源である他者の話を適切に処理することができる ;
5。各種の表を書き込むことができ,個人の履歴と申請書を書くことができる,用語は基本的に正しく,適切
である ;
6.非専門的な翻訳ができる ;
7.以上の文章を書く過程で文章は通じ,文型も妥当である。
級
男ll
?
? 写描の標目
級
戸
1.発音の誤りがコミュニケーションに影響をもたらすことを知つている ;
2.字母の名称の読み方を知っている ;
3.簡単なつづりの読みかたの規則を理解している ;
4.単語にアクセントがあることを理解 している ;
5。音声がはつきりしており,イントネーションは自然である。
??
?
1.二級の話題の範囲である600-700個の単語と50個ぐらいの慣用語句を学ぶ ;
2:単語は字母で構成されていることを理解している。
?
?
1.名詞は単数と複数の形式があることを理解している;
2.主要な人称の代詞の違いを理解している;
3.動詞は違う状況のなかで形式上の変化があることを理解している;
4.時間,場所と位置を表す前置詞を理解する;
5。簡単な英語の文の基本形式を理解し,意味を表現する機能を理解している。
?
? 挨拶,別れ,感謝,謝罪,紹介,願いなどのコミュニケーション機能の基本形式を理解している。
?
?
次の話題と関係ある情報を理解している:数字,色,時間,天気,食品,服装,おもちや,動物と植物,身体,
個人の状況,家庭,学校,友達,文化娯楽 ・体育活動,祝日など。
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級
男ll
?
?
? 写描の標目
五
級
???????
1.言語学習における音声の意義を理解している;
2.英語の音声は発音,アクセント,続けて読むこと,イントネーション,リズムなどの内容を含むことを理解
している;
3.日常生活の中で基本的に正しく,自然にそして流暢な音声,イントネーションを実現する;
4.アクセントとイントネーションの変化による異なる意図と態度を理解し,表現する;
5。発音の規則によつて単語と連語のつづりを書く。
?????
（
1.英語の語彙は単語,句,慣用語句と固定表現形式語句の組み合わせであることを理解している ;
2.単語の基本的な意味と特定のコンテキストの中での意義を理解している l
3.語彙を運用して物事,行為の特徴を述べ,観念などを説明する ;
4。1500-1600個の単語を学び200-300個の慣用語と固定表現形式語句を使うことができる。
?
?
1.よく使う言語形式の基本構造とよく使用する思考表現機能を理解している;
2.実際に運用する中で言語形式の思考表現機能を体験し,理解している;
3.人と物の表現方式を理解し,把握している;
4.具体的な事件と具体的な行為の発生,展開過程の表現方式を理解し把握している;
5.時間,場所,方位の表現方式を理解し把握している;
6.人,物体,事象を比較する表現方式を理解し把握している。
?
?
1.日常生活の中で挨拶,別れ,感謝,紹介などのコミュニケーション機能を適切に理解し表現することができ
る ;
2。日常生活の人とのつきあいの中で有効な表現をすることができる。
?
?
1.生徒個人,家庭,学校生活と密接に関係する話題を熟知している;
2.日常生活,興味,風俗習慣,科学文化などの領域と関係ある話題を熟知している。
級
??
?
??
1.実際のコミュニケーションを通じ,音声,イントネーションがますます自然で,適切,流暢になつている;
2.音声,イントネーションによつて,その中に含まれる意図や態度を理解し表現する;
3.詩のリズムと韻律を理解している;
4.熟知していない単語や平易な文であつても,音声によつて識別し,書くことができる。
??
?
1.語彙を運用 し,異なる機能,意図,態度を理解するとともに表現する ;
語彙を運用し,比較的複雑な物事,行為:特徴を描写し,概念を説明する ;
3000語の単語と400-500語の慣用語または固定形式表現を使えるようになる。
?
?
?
時間,場所,方位を意味する表現方法の把握がさらに進んでいる;
人や物事を比較する表現方法の理解や把握がさらに進んでいる;
適切な言語形式を使って観点,態度,感情を描写・表現する;
基本的な言語知識を把握しており,特定の目的によつて情報を効果的に組織する。
三,感情態度
感情態度というのは興味,動機,自信,意志,協力精
神といつた,生徒の学習過程と学習効果に影響する相関
要因,および学習過程の中で次第に形成された国家意識
と国際視野を指す。積極的な学習態度を維持することは,
英語学習の成功のために重要である。教師は授業の中で
絶えず生徒の学習興味を刺激し,強化させ,興味を次第
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に安定した学習動機に転化させる。そして,彼らに自信
を確立させ,困難を克服する意志を磨き,自らの学習の
優位性と不足部分を悟らせ,他人と協力し,調和のとれ
た健康で向上心のある品格を身につけさせる。英語課程
を通じて,祖国意識を強め,国際視野を広げる。
表4は二級,五級,人級の感情態度の目標である。
?
?
?
? 写描の標目
級
?
?
1.広いコンテキストの中で挨拶,別れ,感謝,紹介などのコミュニケーション機能を正しく理解し,表現す
る。
2。日常のコミュニケーションの中で,適切な言語を有効に使つて表現する,例えば意見を表明する,判断を下
す,責める,訴えるなど:
3.既習の常用機能を柔軟に運用し,より新しい言語の機能項目を把握する;
4.実生活の中で情報交換の目的をより上手に実現する。
?
?
1.個人,家庭,社会における人との交流の場の話題を熟知している;
2。日常生活,興味,風俗習慣,科学文化などの領域と関係のある話題をいつそう熟知している;
3.我が国における一般的な社会生活の話題を熟知している:職業,祝日,風習,社交の儀礼など;
4.英語圏の国家の日常の生活習慣に関連する話題を理解している。
級別 標 の   描   写目
??
?
1.英語を聞く,英語を話す,児童詩を暗誦する,歌を歌う,物語を話す,ゲームをするといつたことに興味があ
る ;
2。まねることが好きであり,思い切つて口を開き,積極的に参加し,自ら積極的に先生の教えを希望する。
?
?
?
?
1.英語学習の明確な目的があり,英語学習の目的がコミュニケニションにあることを認識する;
2.英語学習を希望し,それに興味があり,各種の英語の実践活動に参加することが好きである;
3.英語をマスターする自信があり,英語を使つて積極的に表現する;
4.グループ活動の中で積極的に他人と協力し,互いに助け合い,共に学習課題を完成することができる;
5。英語学習の楽しみを体得することができ,英語の歌,読み物に触れることが好きである;
6。英語でコミュニケーションをする中で他人の感情に注意し理解することができる;
7.問題に遭遇した時,進んで先生あるいは友達に教えてもらうことができ,助けを得ることができる;
8。生活の中で英語に触れる時,その意味を探究することが好きであり,まねをしてみる;
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級 写描の標目
?
?
祖国の文化に対して更に深い理解ができる;
外国の文化に触れて理解することが好きである。
級
1.英語学習への願望と興味を椎持し,進んで英語の能力を高める活動に参加する ;
2.正しい英語学習への動機があり,英語学習の目的はコミュニケーションと表現のためであることを明確にして
いる ;
3.英語学習により強い自信があり,積極的に英語を使らてコミュニケーションし,表現する ;
4・英語学習の中で遭遇した困難を克服することができ,進んで他人に教えてもらうことができる ;
5.英語でコミュニケーションする際,他人の感情を理解し,尊重する ;
6.学習においてより強い協力精神があり, さまざまな学習のためのリソースを友達と共有することを希望する;
7.コミュニケーションの中で,英語で祖国の文化を紹介することができる ;
80外国の文化を理解 ・尊敬することができ,国際協力の精神を体現する。
四,学習ストラテジー
学習ストラテジーとは,生徒が有効に学習し,成長す
るために採用した各種の行為と計画を指す。英語学習の
ストラテジーには,認知ス トラテジー,コントロールス
トラテジァ,コミュニケーションストラテジエ,そして,
リソースストラテジーがある。教師は授業において,生
徒が自分に合う学習ストラテジーを形成するように支援
すべきである。認知ストラテジーとは,生徒が具体的な
学習課題を完成するためみに採用した計画と方法をさす。
コントロールストラテジーとは,生徒が学習を計画し,
実施し,省察し,評価し,調整するストラテジーである。
コミュニケーションストラテジーとは,生徒がさらに多
くのコミュニケーションの機会を得るため,コミュニケ
ーションを維持し,コミュニケーションの効果を高める
ために採用した各種のストラテジーである。リソースス
トラテジーとは,生徒が合理的かつ効果的に多種の手
段 0媒体を使つて英語を学び,運用するストラテジニで
ある。
学習ストラテジーは柔軟かつ多様であり,人,時点,
事象によつて異なる学習ストラテジーが使える。英語授
業の中で,教師は意識的に生徒に合う学習ス トラテジー
を形成させ,生徒が絶えず自分の学習ストラテジーを調
整するように西己慮すべきである。英語の授業の中で,生
徒が学習ス トラテジーを有効的に使うように支援するこ
とは,生徒が学習の流れを把握し,科学的な方法を採用
し,学習の効果を高め,自主的な学習能力を形成し,生
涯教育などの面での基礎を作るのに役に立つ。表 5は三
級,五級,八級の学習ス トラテジーの目標である。
畜及ウ;ll ストラテジーの種類 日 標 の 描 写
??
? 基本的学習ストラテジー
1.積極的に他人と協力し,共に学習課題を完成する ;
2.進んで先生あるいは友達に教えてもらう;
3.簡単な英語の学習プランを立てる :
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級男ll ストラテジーの種類 日 標 の 描 写
級
基本的学習ストラテジー
4.習つた学習内容に対して自発的に練習し,実行することができる ;
5.語句とそれに対する物事の間に関連性を創造する ;
6.学習の中で注意力を集中させる ;
7.英語の物語および英語の課外での読物を読んでみる ;
8.積極的に習った英語を運用 し,表現し,コミュニケーションを行う;
9.生活やメディアの中で使つた簡単な英語に注意を向ける ;
10。英漢辞書を簡単に使うことができる。
五
級
認知ストラテジー
1.必要性を感じて予習する ;
2.学習の中で注意力を集中させる ;
3.学習の中で積極的に考える ;
4.学習の中で要点を覚える ;
5.学習の中で図などの非言語情報を利用してテーマを理解する ;
6.連想する方法で語彙を学習し記憶する ;
7.学習内容に対して自発的に復習し,整理してまとめることができる ;
8.言語の規則を発見し,この規貝Jを使つてひとつの事から類推して多くの事を
知るようにする ;
9。英語を使う中で,誤りを見つけ,適切な訂正を行う;
10。必要に応じて母語の知識を使用し,効果的に英語を理解する ;
11.英語の物語およびその他の課外の読み物を読むことを試みる。
コントロール
ストラテジー
自己の英語学習の日標を明確にする ;
自己の学習に必要な知識を明確にする ;
簡単な英語の学習計画を立てる ;
学習の主要な内容を把握する ;
英語学習の進展部分と不足部分を生徒自らが注意して振りかえる
自分に合う英語の学習方法を積極的に探求する ;
学習体験を教師や友達と常に共有する ;
授業内外の英語学習活動に積極的に参加する。
コミユーケ~ション
ストラテジー
授業内外の活動の中で,英語を使つて他人とコミュニケーションすることが
できる ;
英語でコミュニケーションする機会を上手に捉える ;
コミュニケーションする中で,意味を表現することに注意を集中させる ;
必要に応じて手振りや表情を理解の補助にしながらコミュニケーションする;
コミュニケーションする中で,困難に遭遇したときは,適切に助けを求める ;
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級別 ストラテジーの種類 目 標 の 描 写
五
級
コミュニケーション
ス トラテジー
6.コミュニケーションする中で,国内。国外におけるコミュニケーションの習
慣の相違に気づく。
リソースストラテジー
1.音声 0画像資料を活用し,自己の学習を豊力ヽ こする ;
2.簡単な辞典などを使つて情報を探す ;
3.生活やメディアで使う英語に意識を向ける ;
4.図書館やインターネットといつた学習リソー スを初歩的に利用することがで
きる。
級
認知ス トラテジニ
1.連想することによつて関係知識の関連性を作る ;
2.推理,帰納などの論理的手段を利用して問題を分析し,解決する ;
3.取り扱つた言語資料の中の言語規則をうまくまとめる ;
4.学習の中で,重点を的確に捉え,適切に筆記を行い,勉強した内容を整理し,
普遍性を導くことができる ;
5。リスニング, リーディングの過程で,情景と文の前後関係を考えながら,語
義や段落の要点を推測する ;
6.学習の中で図表などの非言語情報を活用して理解 ・表現する。
コントロール
ストラテジー
1.必要に応じて英語学習の計画を立てる ;
2.積極的に英語学習の手段 。方法を広げる ;
3.英語を学ぶ機会を上手に創出し, しつかり捉える ;
4.学習の中で困つた時, どのようにして助けを求めるかを知っている ;
5.教師や友達と英語学習の理解と経験をまとめる ;
6。自らが英語を勉強する効果を評価し,効果的な学習方法をまとめ,記憶の規
則に従つて,記憶の効果を高める。
コミユーケ~ション
ス トラテジー
1.授業内外活動の中で積極的に英語を使つて友達と交流する ;
2.手振り,表情などの非言語手段を活用しながら,コミュニケーションの効果
を高める ;
3.コミュニケーションの中で,言語の難しさを克服 し,コミュニケーションを
維持する ;
4.各種の機会を利用して英語を使つた本物のコミュニケーションをする ;
5。コミュニケーションにおいて,英語のコミュニケーションの基本的な儀礼に
注意し,それを守る。
リソースス トラテジァ
図書館,コンピューター,インターネット,放送,テレビなどのリソースを活用
して更に広範な英語情報を獲得し,すでに勉強した知識を広げる。
五,文化意識
言語には豊富な文化の内包がある。外国語の授業の中
で,文化は勉強する言語の国家の歴史と地理,風土と人
情,伝統的習慣,生活様式,文学芸術,行為規範,価値
観念などを指す。英語日の国家の文化に触れることは,
英語の理解と使用に役立つだけでなく,中国の文化をさ
らに理解,認識することや,世界意識を育成することに
役立つ。授業の中で教師は生徒の年齢の特徴と認知能力
によつて,次第に文化知識の内容と範囲を広げるべきで
ある。開始の段階では,生徒が英語圏の国家の文化と国
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内外の文化との違いに対して初歩的に理解するようにし,
授業の中での英語圏の国家の文化知識は,生徒の日常生
活と密接に関連すべきであり,生徒の英語を学ぶ興味を
喚起させるべきである。英語学習のより高い段階では,
生徒が外国の文化に接触する範囲を拡大することにより,
生徒の視野を開拓し,国内外の文化の異同に対する敏感
性とBll力を向上させ,異文化コミュニケーション能力
を高める。表6は二級,五級,人級の文化意識の日標で
ある。
級別 目 標 描 写
???
?
?
1.英語の中で最も簡単な表現である,挨拶と別れの言葉を知つている;
2。二般的な称賛,請求の表現に対して適切な応答をする;
3.国際上の最も重要な教養娯楽とスポーツを知っている;
4.英語圏の国の中で最もなじみのある飲み物と食べ物の名称を知つている;
5。主要な英語圏の国の首都と国旗を知つている;
6.世界の主要国の重要な象徴となる事物を知つている,例:イギリスのビッグベンなど;
7.英語圏の国の重要な祝日と休日を知っている。
?
?
?
?
1.英語のコミュニケーションの中で,よく使うボディーランゲージを知っている,例えば手振り,表情など;
2.挨拶と別れという,異なつた英語の表現を適切に利用する ;
3.英語でよく使 う異性の名前とその愛称を知つており,区別する ;
4.英語圏の国における家族間の呼び方の習慣を知つている ;
5.英語圏の国の公式な場とカジュアルな場における服装とその習慣を知つている ;
6。英語圏の国の食事習慣を知っている ;
7.他の人からの称賛や依頼に対して適切な対応をする ;
8.適切な表現を使用し,賞賛や依頼などの意味を表わす ;
9.英語圏の国の位置,気候の特徴,歴史などの概略を知つている ;
10。よくある動物や植物の英語圏の国の中における文化的な意味を知っている ;
11.英語にある自然現象の文化的な意味を知つている ;
12.英語圏の国の中での伝統的教養娯楽やスポーツを知つている ;
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目 標 描 写
?
?
?
13.英語圏の国の中で,重要な祝日と休日,および主な祝賀の形態を知つている;
14。中国の文化に対して理解を深める。
級
1.英語の中でよくある成語やことわざを知らており,それに内包された文化を理解している;
2.英語のコミュニケーションの中で常用する故事,または伝説を理解している;
3.英語圏の国の主要な文学者,芸術家,科学者の経歴,業績,貢献を理解している;
4`主要な英語の国家の政治,経済などの方面の状況を理解している;
5。英語圏の国の主な大衆メディアの状況を理解している;
6.主要な英語圏の国と中国の生活様式の違いを理解している;
7.英語圏の国の人々と中国人の行為,人や物事に接する態度など方面での違いを理解している;
8.英語圏の国の主な宗教上の伝統を理解している;
9.英語の学習を通じて,世界の文化を理解し,世界意識を育成する;
10。中国と外国の文化の比較を通じて,中国文化に対する理解を深める。
第四部 実施の提案
一,教育指導提案
(下)生徒全員に対して,生徒の全面的な成長および生
涯にわたる成長の基礎を定める。
教育指導提案は生徒の生理的および心理的な特徴に合
わせ,言語の学習法則に従しヽ 異なるタイプおよび各レ
ベルの生徒の要求を満足させるように努め,一人一人が
心身の健康な生徒を育成する。教育指導中,教師は下記
の事項を注意しなければいけない。
1,生徒が大胆に英語を使用することを奨励し,勉強中
に生徒が犯した誤りに対し,寛容な受け止め方をする
べきである。
2,生徒の自主学習および生徒と生徒の意見交換の機会
を拡充し,表現と自己発展の余裕を十分に与える。
3,体験,実践,討論,協力,探求等の方法を通じて,
リスニング,スピー キング,リー ディング,ライティ
ングの総合的な言語能力を高めることを生徒に奨励
する。
4,生徒自らが興味を持つ問題に対し,それを探求でき
る環境と自主解決できる環境をつくりだす。
(二)生徒の感情に関心を持ち,楽しく,民主的で,和
やかな雰囲気をつくりだす。
生徒は自身に対して英語とその文化,そして英語学習
に対する積極的な感情を持つことが,英語学習への原動
力となり,良い成績を修得することにつながる。消極的
な態度は英語学習の効果に影響を与えるだけではなく,
生徒の将来への成長にも影響を及ぼす。従って,教師は,
授業中常時生徒の気持ちに注意を払い,楽しく,民主的
で和やかな雰囲気をつくりだすことに努めなければなら
ない。
教師は以下のことをすべきである。
1,生徒一人一人を尊重し,勉強中にチャレンジするこ
とを奨励し,彼らの自尊心,積極性を尊重する。
2,英語の授業と人格教育を有機的に連携させ,種々の
共同学習活動を実施する。生徒に共同学習を行い,助
け合うことを通じて,団体としての栄誉感および達成
感を持たせ,協力的精神を育成する。
3,内向的な性格の持ち主や,学習に困難を感じる生徒
に特に関心を払い,できるだけ言語実践の機会を与え
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る。
4,生徒との間に,打ち角早けることのできる民主的な交
流の手段を作りだし,生徒と一緒に学習過程および学
習効果について改めて考え,お互いに優れている点に
ついては勉強し合い,助け合う。
に∋“タスク型
"の教授法を提唱し,生徒の総合的言語
の運用能力を育てる。
この 《標準》では,生徒の
“ある事ができる"という
表現方式に従つて,各級の日標条件を設定した。教師は
単に言語知識だけを教える方法を避け,できるだけ
“タ
スク型"の教育指導手段を採用する。
教師は課程の全体的な目標に従い,教育指導内容に合
わせ,生徒らの実情に近い教育指導活動を創造的に設計
し,生徒の積極的な参加を促す。生徒が思考,調査,討
論,交流および協力などの形態を通じて,英語を学習し,
使用し,学習課題を達成する。
“タスク型"の教育指導活動を計画する際,教師は下
記のことを注意しなければならない。
1,活動は明確な目的をもち,且つ,実行性があること;
2,活動は,生徒の生活経験または興味を出発点とし,
内容および方法が現実的であること;
3,活動は,生徒の英語知識の学習と,言語能力の伸展
のためになり,言語の実践的応用力を高めること;
4,活動は,英語科と他の教科間の関係を相互に深め,
その関係を積極的に促進させ、生徒の思考や想像力,
審美感覚の趣と芸術の感受性,協力および創造精神
といつた総合的な素質を発展させること;
5,活動によつて,生徒の情報の獲得と,その処理およ
び応用を可能にし,英語で他の人とコンミュニケー
ションをとり,現実の問題を英語で解決する能力を
高めること。
6,活動は教室内だけの教育指導ではなく,授業以外の
時間での学習および生活の中にも敷街すべきである
こと。
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(四)生徒の学習ストラテジこに対する指導に力を入れ,
生徒の生涯学習の基礎を定める
生徒に優れた学習習慣を身に付けさせることと,効率
的な学習ストラテジーを形成させることは,英語教育課
程の主要な任務の一つである。教師は生徒らの学習スト
ラテジー に対する教育指導に意識的に力を入れ,彼らが
英語を学習し,運用する過程において,学習ストラテジ
ーも身につけるように努める。
教自市は下記のことをしなければならない。
生徒に段階的な学習目標と, 日標の実現方法を設定
させるための環境を積極的に作り出す。
コンテキストに応じて,生徒に,推測,検索,質問
などの方法を使つて学習するように指導する。
探求型学習活動を計画し,生徒の実践能力および独
創的な考え方の養成を促進する。
生徒に観察,発見,整理,応用という一連のが を
指導し,言語知識を学習し,言語機能を理解する。
生徒に学習過程において自己評価を行い,必要に応
じて自分の学習目標および学習方法を調整するよ
うに指導する。
0生 徒の文化的視野を広め,異文化コミュニケーシ
ョンの意識と能力を発展させる。
言語は文化と密接な関係にあり,文化の重要な媒体で
ある。教師は言語と文化の関係を適宜うまく取り扱い,
英語学習の過程において,生徒に外国の文化,特に英語
圏の国家の文化を理解させることに努める;生徒の英語
理解力および適切な応用能力を高め,文化視野を絶えず
広め,わが国民族文化に対する理解をも深め,異文化コ
ミュニケーションの意識と能力を発展させる。
(六)現代の教育技術を利用し,生徒の英語学習とその
実践的使用の手段 ・方法を拡大する。
9事象を観察し,その中から法則性を発見し,その法則
性を整理して実際の場面で使用するという意。
2,
3,
4,
5,
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教師は現代の教育技術を充分に利用し,英語教育のリ
ソ=スを開発し,生徒の英語学習手段 ・方法の拡充と,
学習方法の改善をおこない,教育指導の効果を高める。
許される範囲において,教師は下記のことをするべきで
ある。
1,録音と録画およびインター ネットなどのリソー スを
活用し,教育指導の内容と形態を豊力ヽ こし,授業の
効果を高める。
2,コンピュータおよびマルチメディア教育用ソフトウ
ェアを活用し,新しい教育指導モデルを模索し,個
性化的な学習を促進する。
3,ラジオ,テレビ,英語の新聞・雑誌,図書館,およ
びインターネットなどのリソースを合理的に開
発 ・利用し,生徒が自主的に学習できる環境を作り
出す。
(七)生き生きして活気ある課外活動を行い,生徒の英
語学習を促す。
生徒の年齢的な特徴と興味に基づいて,積極的に様々
な課外活動を行し、生徒の知識を豊力ヽこし,視野を広め,
知力と個性を発展させ,才能を発揮させる。教師は計画
的に朗読,歌,物語の読み聞かせ,講演,出演,英語コ
ーナー,英語の壁新聞,テニマのあるクラス会議および
展覧会といった,内容が豊富で,多様な形式の英語の課
外活動を行う。教師は指導法の質を高め,生徒の好奇心
を尊重し,生徒の自主性を育成するとともに,生徒が新
機軸を打ち出す意識も育成する。
(八)知識構造を絶えず更新し,英語課程に対する現代
社会の発展からの要求に応じる。
英語課程に対する現代の社会発展の要求に対応するた
めに,教師は知識構造を絶えず更新しなければならなし、
したがつて,教師は下記のことをするべきである。
1,本課程標準の理念,日標および内容を正確に把握し,
教育学と心理学的理論を運用し,言語教育の規律を
研究する。生徒の心理的特徴および実際め状況に基
づき,英語教育の方法を選択 ・調整する。
2,授業を調整し,コントロールし,そして組織化する
能力を向上させ,様々な教授法,テクニックを柔軟
に応用する。
3,現代的な教育技術を身につけ,自分自身の継続学習10
や,実際の教育指導中に活用する。
4,中国および外国の文化的教養を意識的に強化し,知
識を広める。
5,教育指導の目標,生徒の要求および現場の客観的な
条件に基づき,有効的な教育指導方法を積極的,か
つ創造的に模索する。
6,自分の教育指導活動について絶えず反省し,新機軸
を打ち出す意識をもつ研究型教師になるよう努力す
る。
(力う授業計画は高頻度の園ぜ1に従い,教育指導の質と
効果を保証する。
英語の授業は3年生から開設する。教育指導の質と効
果を保証するため, 3年～6年の英語授業は時間の長短
結合,高頻度の原則に従い,少なくとも週4回の授業を
行う。3, 4年では短い授業を主として行い, 5, 6年
では長短時間の授業を結合し,長い授業では少なくとも
2回分の授業時間となるように授業を設ける。教育指導
の質と効果を保証するため,クラスでは生徒数が一クラ
ス40人を超えてはいけない。
7年～9年および普通高校の英語授業は少なくとも週
4回行うことを勧める。
上記の教育指導原則の十分な理解を多くの教師に促す
ため,参考までに下記の教育案例を提供する。
10中国では現職教員い 。serViCe trainin∂を通常 「継
続教育」と表現し,大きく分けて学歴取得を目的とする
もの (例えば中等専門学校卒の初等学校教諭が大卒資格
を取るための研修)と, 日常の教育活動の質の向上を目
的とするものの2種類を展開している。ここの 「継続学
習」とは,このような現職教員研修における個人の学習
のことをさしている。
n授業頻度が上がると教育効果が増大する,という通説
原貝晩
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麟 1
活動目的 :学校の場所に関する単語を学習。応用する。
学校の平面図を利用し,場所を紹介する。
適合級 :1～2級
教育指導過程 :
1,教師は前もつて各学校場所の位置に基づき平面図を
作成する。ただし,平面図には場所の名前を書かな
いようにする。この平面図をコピーする (活動を行
う際,各グループに一枚ずつ配る)。
2:2m×3 cmのカー ドをつくり,各カードにschool,
phyground,classroom,omoe,art room,muslc
room,multimedia room,hbatt language labなど
の単語を書き,(このようなカー ドをセットにして若
千数用意する)活動を行う際,各グループに1セッ
トずつ配る。
3,生徒に図を見せながら,下記の単語 whool,
playground,dassroom,omoe,art room,muslc
room,multimedia room,Ibrtt lanttr labを見
せ,生徒に答えさせる。(1)図を見れば当該する単
語を言える。 (2)単語を見れば場所を指定できる。
単語を見て読むことができる。単語のスペルを書く
ことまでは要求しない。
4,生徒を4～5人ごとのグループに分け,各グループの
生徒に円形状に座つてもらう。各グループに学校の
平面図と単語カー ドのセットを配る。生徒に図面上
の正しい場所に正確に正しい単語カー ドを置くよう
に指示する。
5,隣りのグループ同士で,お互いに完成した平面図を
比較し,異なる部分がある場合,違いが生じた原因
について生徒に討論させ,適当な修正を行う。
6,全クラスの生徒を3グループにわけ,黒板に学校の
平面図3枚を貼り,グループごとに単語カー ド1セ
ットを配る。各グループから2人を代表として選び,
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平面図にカードを貼つてもらう。最速で,かつ正確
に完成させたグループが優勝となる。
7,グループ内で一人ずつ,完成した平面図をもとに,
他のメンバーに学校を紹介する。(例えば Thisお
playground.)また,生徒に勉強した他の表現をでき
るだけ使うように奨励する。例えば:Itおsma■,but
l like it.
8,生徒が完成した平面図をクラスの壁新聞又は学校内
の掲示板に貼るか,或いは学校の入り口に展示し,
学校の英語案内図とする。
9,成績の良い生徒に学校の平面図を設計してもらい
英語で他人に紹介してもらう。
コメント:本活動は生徒が所属する学校の実情に合わせ,
より現実的なタスク (カー ドを貼る)を通じて,生
徒に言語学習とその運用をさせるとともに,共同学
習を展開する。
指導案2
活動目的 :形状を表す単語を学習させ,定着させるとと
もに,生徒の観察能力を養成する。
適合級 :2級
教育指導過程 :
1,教師は前もつて下の図を作製し,何部かをコピー す
る。(部数 :全クラス生徒人数の半分)
カー ド又は実物を用い,生徒に形状を表す単語
triangle,square,cirde,ovalを見せ,生徒に答え
させる。(1)図を見て当該する単語を答える。(2)
単語を見て形状名称を答える。単語を見て読むこと
ができる。単語のスペルを書くことまでは要求しな
い。
生徒をペアに分け,コピー した図を各ペアに配る。
生徒に図の各種類の形状を英語で数えてもらい,結
果を表に書き込んでもらう。(アラビア数字)
4,ペア同士でお互いに結果を比較する。
2,
3,
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5, 黒板に拡大した図表を張り,教師は生徒と共に各形
状を一つずつ数え,結果を図表に書き込む。生徒に
各自の結果と比較してもらい,正確に解答できてい
るかどうかを確認する。教師は質問し,生徒に答え
させる。例えば :
Ъacher How many mangles?
Student: Five.
5で完成した図表をクラスの壁新聞として貼つてお
く。
上記の形状を表す単語を簡単なカー ドにする。その
単語カー ドを,教室又は学校の他の場所にある形状
と一致する部分に生徒に貼つてもらう。
コメント:この活動は英語の数字と形状の学習と生徒の
1観察能力の養成を連携させたものである。生徒は学
んで実際に使うことができる。
推翼襲褻3
活動目的 :生徒に 「余暇を上手に利用する」文章を学習
させ,学んだ単語を使し、 関連するテーマについて
討論してもらう。
適合級 :3～4級
教育指導過程 :
1,教師は宿題を出す。生徒をグループに分け,調査表
を作成し,人は余暇をどのようにに利用する力ヽ こつ
いて調査させる。
2,生徒は6～8人を1グループとし,調査表をデザイ
ンする。例えば :
Whatis your favounte past輔me?(原文ママ)
6,
Watching
5r Reading
?』 Collecting
stamps
Internet
s血 ロ
Swimming
Student l
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Student 2
Student 3
Student 4
Student 5
Student 6
Student 7
Student 8
3,各グループ内では英語で調査を行い,調査の結果を
集計する。
4,黒板に大きな調査表を書き,問答形式によつて,各
グループの結果をまとめる。
50
40
30
20
10
0
6,生徒2人を1組とし,作成した棒線グラフ又は ドー
ナツグラフについて,日頭で討論を行つた後,簡単
なレポー トを提出する。
コメント:この活動中,教師は参加者,アドバイザーで
あり,活動の主役は生徒である。生徒のタスクには
柔軟性がある。生徒はグループ単位で調査と統計を
行い,より現実的な言語環境の中で,日頭発表能力
と書く能力を訓練される。この活動は生徒の共同精
神を養成することになり,また,学科間の知識の交
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5,黒板に埋められた結果に基づき,
位で下図のような,棒線グラフ,
折れ線グラフなどを作成する。
Swimming
流とその融合を促すこととなる。
推輝鶏健4
活動目的 :生徒はコマーシャルから情報を獲得し,コマ
ーシャル用語を学び,コマーシャルの企画 ・実演を
試みる。
適合級 :3～6級
教育指導過程 :
1,教師は前もつて様々な食品又は娯楽 ・文化とスポー
ツ用品のコマーシャルを収集する。
2,授業中,生徒の最も印象深いコマーシャルを答えさ
せ,なぜそのコマーシャルに対する印象が深いのか
Temis
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について討論する。
3,教師は生徒に幾つかの英語のコマーシャルを展示し,
コマーシャル言語の使い方および文章特徴について
分析してもらう。
4,教師は幾つかの物品を提供するかまたは生徒が自分
で物品を選択してもらう。グループ単位で生徒はこ
れらの物品について文書又は画像のコマーシャルを
設計する。
5,各グループは全クラスの生徒に自分が設計したコマ
ーシャルを展示または演技する。
コメント:この活動は生徒の思考を啓発し,生徒の
観察力,想像力,新機軸を打ち出す能力および共同精
神を養成する。英語のコマーシャルを媒介とし,英語
を勉強する同時に,生徒に自分の才能を明示するチャ
ンスを与える。
教学案例5
活動目的 :英語のサロン活動12を通じて,生徒の学習への
興味と,言語運用能力を高める。
適合級 :6～9級
教育指導過程 :
1,教師は英語文化サロン活動を行い,生徒に自由に参
加してもらう。
2,教師は生徒と打ち合わせを行い,いくつかの英語文
化サロンのテーマを決める。例えば :
(1)The olympたGames
(2)Footban in China
(3)EnvironIIIlent Protection
3,教師の指導を受け,生徒は自由に3～5人のグルー
プに分かれ,選んだテーマについて,図書館,イン
ターネットなどの方法で資料を収集し,整理する。
12外国語に興味のある人,外国人,外国語教育従事者な
どが集まつて,外国語で喋つたり討論したりする有志の
社交の場。
サロンの活動で発言,交流,展示を用意する。
4,各自の成果を展示し;各グループが結果を報告する。
5,成果をファイリングする。
コメント:この活動は生徒が課外の英語を勉強する
積極性を引き出し,単独またはグループ形式で資料収
集,インフォメーション処理能力を訓練する。生徒に
英語を実際に運用する機会を与える。
二,評価提案
評価は英語課程の重要な構成部分である。科学的な評
価システムは課程の日標を実現するための重要な保障と
いえる。英語課程の評価は,課程標準の目標と要求に従
い,教育指導の全過程およびその結果に対し,有効な管
理 ・監督を行うという役害1を果たさなければならない。
英語課程の学習過程において,評価を通じて進歩と成功
を絶えず生徒に体験させ, 自己を認識させ,自信を作り
上げる。そして,総合的な言語運用能力が全面的に発展
することを促すのである。また,教師に対して,英語の
教育指導におけるフィー ド・バック情報を提供し,自分の
教育指導活動に対して反省し,適切的な調整を加え,教
育指導のレベルを絶えず高めることを促進する;源文マ
マ)学校に対しては,課程標準が実行された状況を迅速
に把握させて,教育指導への管理を改善し,英語課程の
継続的な進歩と完備を促す。
英語課程の評価システムにとつて,評価主体の多元化
と,評価形式の多様化という方針を具体的に示さなけれ
ばならない。評価は生徒の総合的な言語運用能力の発展
過程および学習の効果に注目し,形成的評価と総括的評
価を合わせた評価方式を採用する。即ち,結果に関心を
持ちながら,過程にも注意を払い,学習過程に対する評
価と学習結果に対する評価との調和が図られるべきであ
る。
(一)生徒が評価中の主体であることを体現する
生徒は学習の主体であり,教育指導においても,教
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育評価においても生徒の総合的な言語運用能力を伸ばす
ことが出発点となる。評価は生徒の自己認識,自信確立
のためになるものである。生徒の学習過程に対する反省
と調整の一助となり,彼らの言語能力の伸展を促進する。
教師は,学習能力の伸展に対する自己評価の重要性を生
徒に認識させ,自己評価の方法も修得させる。各種の評
価活動においては,生徒が積極的な参加者かつ協力者と
なる。評価は教育指導活動の有機的な構成部分であり,
評価を通じて,生徒は, 自分の成績と不足に対する分析
方法を修得することができ,努力すべき方面が明確とな
る。
(二)生徒の成長における形成的評価の作用を重視する
形成的評価は,教育指導の重要な構成部分であり,ま
た,推進要因でもある。形成的評価の役割は,生徒の日
常学習中の様態,獲得した成績および生徒が表出した情
感,態度,学習方法などの伸展状況について評価するこ
とにある。その目的は,生徒の学習への取り組みの奨励,
自分の学習進度に対する有効な調整,生徒に成就感を味
わわせ,自信を強め,協力精神を育てることにある。形
成的評価は,生徒が評価を受け入れる立場から評価の主
体的,積極的な参加者に変化することを促す。評価を教
育指導過程に有機的に融合させるために,開放的で,ゆ
ったりとした雰囲気を作り出し,テストによる評価とテ
ストによらない評価,並びに個人とグループを関連させ
た方式の評価などを行い,生徒,生徒のパートナー,教
師および親の共同参加を奨励し,評価主体の多元化を実
現する。形成的評価の形式は多様なものが考えられ,例
えば授業中の学習活動の比較評定,学習効果の自己評価,
学習記録書類,アンケート,訪問・面談,生徒の状況に
対する親のフィー ド・バックと評価,通常テストなどがあ
る。
形成的評価の記録方法に関しては,描述型評価,段階
型評価および採点などの方法を取り入れる。どんな方法
にしても,評価によつてプラス志向の激励作用がはたら
くようにしなければならなし、教師は生徒の評価結果に
応じて,各生徒とのコミュニケーションを異なる方法で
実施し,生徒の進歩を充分に認め,生徒の自己反省と自
己進歩を奨励する。
(三)評価方法の多様性および柔軟性に注意を払う。
教師は,生徒の年齢的特徴と学習のスタイルの差異に
基づき,適切な評価方法を採用することに注意を払わな
ければならない。日常の形成的評価においては,生徒は
自分の特長や長所に基づき,自分に合つた評価方法を選
んでもよい。たとえば,生徒がある授業においてテスト
の成績に満足できないと思つた場合,教師と相談した上
で, しばらく成績を記録しないでおき,その後充分に準
備してから,もう一度評価を行つてもよい。
(四)評価結果の教育指導効果に対するフィー ド・バック
作用を重要視する
教師は生徒の学習および教師の教育指導に対する評価
のフィー ド・バック作用に常に関心を寄せらなければな
らない。例えば :
1,評価は生徒の自主性の伸展および自信の確立を促進
したかどうか?
2,生徒の学習成果を反映したかどうか?
3,教育指導中,教師の成功および不足部分を反映した
かどうか?
4,生徒の学習中の問題点と不足点を反映したかどう
か?
フィー ド・バックの情報に従い,教師は教育指導の計画
および方法に対し,時機を得た調整を行わなければなら
ない。
0総 括的評価は生徒の総合的な言語運用能力を考査
するべきである。
総括的評価 (期末試験,卒業試験等)は生徒の総合的
な言語運用能力の伸展状況をはかる重要な手段であり,
教育指導の効果を反映することができ,学校運営の質的
内容を反映する重要な指標の一つである。総括的評価の
目標は,生徒の総合的な言語運用能力を考査するべきで
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あり,下定時間の学習が終了した後,生徒の言語レベル
を科学的かつ全面的に考査する。テストは日頭試問, リ
スニング試験,筆記試験などの形式が含まれ,生徒の総
合的な言語運用能力を全面的に考査する。リスニング試
験は学期試験,期末試験および卒業試験中に占める割合
が少なくとも 20%以上であること。リスニング試験は,
生徒が情報を把握し,理解する能力を考査することに重
点におき,コンテキス トを無視した単純な音節の弁別を
試験の対象となしない。筆記試験は,単純な音節知識問
題および文法知識問題を避け,コンテキス トのある応用
型の問題を増やすべきである。適宜客観的な問題を減ら
し,主観的な問題を増やすべきである。生徒の試験成績
の公開や,成績によつて順位をつけることをしてはいけ
ない。
(六)3～6学年英語教育指導評価の特殊性に注意を払う。
3～6学年の英語教育指導評価の主な目的は,生徒の学
習興味および積極性を奨励することである。評価形式は
多様であり,選択性を持つべきである。評価は形成的評
価を中心とし,ふだん各種の教育活動に参加する際の生
徒の態度および協力能力を主要な根拠とする。
3,4学年の期末又は学年評価は普段行われている教育
活動の方式と同じように行い,生徒の学習行動への観察,
生徒とのコミュニケーションなどの方法を通じで,生徒
の英語能力を考査する。5,6学年の期末又は学年試験は
口頭試験と筆記試験をあわせて行う。日頭試験は,生徒
(2001年)中華人民共和国学校英語教育の基礎資料
が修得した言語を応用する能力を考査し,考査の内容は
生徒の日常生活に近づけるべきである。筆記試験は,生
徒のリスニングとリー ディング能力を考査し,その形式
はなるべく多様で変化に富んだ方がよい。
総括的評価は段階型,あるいは合格 ・不合格の方法で
成績を記録し,100点制を採用しないほうがよい。
(七)教育指導と評価の関係の処理に注意を払う。
評価を行う際;評価活動が教室における教育指導の時
間の中に占める割合を配慮するべきである。評価の実際
的な効果を重要視する。煩雑な評価手順や,教育指導時
間を占用しすぎることは避けるべきである。評価のため
に評価をすること,あるいは評価を目標として教育指導
を行うことは絶対しないようにすること。
(八)各級別の評価は課程の目標に従う。
生徒の学習に対する評価は,課程の日標と各級別の教
育指導の目標に立脚すべきである。二級の評価は地方と
学校が催し,主に形成的評価を行う。五級と人級の評価
は,国家,省,市の教育主管部門の指導下で行うべきで
ある。他の級別の評価は学校で進め,主に形成的評価を
行う。選抜性の試験は本課程標準に従い,当地の実情を
考慮し,適する評価級別を確定して試験の基準を制定す
る。
上記の評価原則のよりよい理解のため,参考までに下
記の評価案例を提供する。
評価案 1: 7～9学年生徒の英語学習ス トラテジーの評価表
以下の表はあなたの英語学習ストラテジこの使用状況について調査するものです。全部で 25項目あります。各項目
の後に 1～5の数字があり,それぞれは :“1=全く使用しない";“2=ほとんど使用しない
";“3=時々 使用する";“4
=よく使用する";“5=常に使用する"などの 5種類の状況です。自分の学習ストラテジーの使用状況に基づいて一つ
に○をつけて選んでください。
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学習ストラテジー 酬 翔
1.私はいつも必要に応じて予習している。 12345
2.私は学習中に集中することができる。 12345
3.私は学習中に積極的に考える。 12345
4。私は学習中に要点を覚えるのが得意である。 12345
5。私は学習中に図などの非言語情報を利用し理解するのが上手である。 12345
6。私は通常,連想を利用し,単語を学習 ・記憶する。 12345
7。私は学習した内容を自主的に復習し,整理し,まとめる。 12345
8。私は言語の規貝1を発見することを心がけ,その規則を応用し,一つの事から類推し
て多くのことを知る。
12345
9。英語を使用する際,私は犯したミスを発見し,適切に訂正することを意識する。 12345
10.必要に応じて,私は英語を理解するため,中国語の知識を借りる。 12345
H。私は英語の物語や,他の英語の課外読み物をよく読む。 12345
12.私は連想して関連知識を結びつける。 12345
13.私はよく推理,帰納的思考などの方法を使つて,問題を分析 ・解決する。 12345
14.私は英語学習に対して明確な目標をもつている。 12345
15。私は英語学習の計画をよく立てる。 12345
16.私は自分に適した英語学習方法を積極的に探索する。 12345
17。私は先生およびクラスメー トと学習で体得したことについてよく話し合う。 12345
18.私はできるだけ多様な方法。手段を通じて英語を学習する。 12345
19。私は英語および英語学習に対して積極的な態度をもつている。 12345
20。私は英語学習に対して次第に自信を持つようになっている。 12345
21.コミュニケーションの際,私はよくジェスチャー,表情などを使つて表現する。 12345
22.コミュニケーションの際,私は中国および外国のコミュニケニションの習慣の差
異に注意を払う。
12345
23.コミュニケーションの際,私は言語の壁を克服してコミュニケーションを維持す
ることができる。
12345
24.私は,録音 。録画資料を通じて自分の学習を豊力ヽ こすることに心をがけている。 12345
25。私はよく辞書,百科事典などを利用して情報を検索する。 12345
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以上の調査表は4部分に分かれ,1～13間は認知ストラテ
ジー,14～20間はコントロールストラテジー,21～23問
はコミュニケーションストラテジー,24～25問はリソー
スストラテジーである。調査表を完成した後,各部分の
平均′点数を別々に算出する。平均点数が4.5～5であれば,
この類のストラテジーを常に使つている;3.5～4.4であ
れば,よく使う;2.5～3.4であれヤ£ 時 使々う;1.5～2.4
であれば,ほとんど使わない;1.0～1.4であれば,ほぼ
一度も使ったことがないことを示す。
評価案2:3～6学年 英語で “遊ぶ,演じる,みる,聞く"参考評価表
?
? 内容 目的 評価標準 評価方法 謙 朝
?
?
ゲ
|
ム
生徒の
英語学
習の興
味 を呼
び起 こ
九
A.積極的に参加し,協力が上手く,対処
能力が優れている。
B。自主的に参加し,協力ができ,ある程
度の対処能力が備える。
C。参加することができ,協力する意識を
ある程度持つている。
グループ評価
教師評価
1.ゲームを始める前に生徒に
ゲームのルールと必要物を
明確にする。
2.ゲームの進行中,教師はコ
ントロール能力があり,生
徒の状況を観察し,彼らの
積極性をすぐに引き出九
?
?
?
?
詩
生徒の
語感 と
リズム
感 を育
成する
A.語音,イントネーションが正確で, リ
ズムと韻律感が強く,熟練している。
3.語音,イントネーションが比較的に正
しく, リズムと韻律感がやや強く,あ
る程度熟練している。
C.語音,イントネーションが大体正しく,
リズム感をある程度もつている。
生徒自評
グループ評価
教師評価
一部の生徒に対して元のリズム
に基づいて,別の単語への入れ
換えを勧める
歌
生徒の
興味 と
美の感
を育成
する
A.語音,イントネーションが正しく,発
音がはっきりし,感情をもち,音感が
ある。    |
B。語音,イントネーションが比較的に正
しく,発音がはつきりし,表情がよし、
C.発音が大体はつきりし,一定の感情を
持つている。
生徒自評
グループ評価
獅 諭
1.生徒の音感の正確性を強調
しすぎないように。
2.生徒の語音,イントネーシ
ョンの正しさをも強調しす
ぎないように。
?
?
A.言語材料を柔軟に応用することがで
き,架空の情景の中で本物のコミュニケー
ションを行い,言語はなめらかで,一定の
創造力と感化力がある。
生徒自評
グループ評価
教師評価
1.教師は生徒に応じて,客観的
に各生徒を評価し,生徒全員
に成功感を味わわせる。
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注:1.評価はできるだけ表現による方法を採用するべきで,点数による生徒の順位つけはしない
2.グループ評価とはグループの中の生徒が互いに評価することである。
3.生徒自評とは演技者に対してクラス全員が評価することである。
評価案3:3～6学年 英語二級リスニング能力の形成的評価の参考案
1.評価の目的
二級リスニング能力評価は,生徒の英語を聞く興味を
引き出し,健全なリスニング習慣を身につけることを目
的とする。そして,健全な生徒のリスニング能力を伸展
させ, リスニングの過程中に,本物に近い言語材料に対
する理解能力を構築させることにある。教師は評価を通
じて,生徒のリスニング能力の伸展状況や,言語を修得
した程度をすぐに把握することができ,問題点を発見し,
それによつて,個々 の生徒にふさわしい支援対策を施し,
?
? 内容 目的 評価標準 謝 斌 注意事項
?
?
?
?
?
ト
ピ
?
?
?
?
?
生徒の
言語運
用能力
と協力
す る能
力を育
成する
B。言語材料を適切に応用することがで
き,架空の情景の中で比較的本物に近
いコミュニケーションができ,言語は
比較的なめらかである。
C.言語材料に基づき,基本的なコミュニ
ケーションを行うことができる。
生徒自評
グループ評価
教師評価
生徒が演出過程中に犯した言
語の誤りに過分の訂正を行わ
ない。思い切つて生徒に自由
に表現させる。
?
?
?
?
?
?
?
英 語
の ア
ニ メ
ー シ
ョ  ン
と 教
育 番
組 の
観 賞
特定環
境にお
ける生
徒の言
葉使い
を悟 る
能力 を
培い,
視野 を
広 め,
楽 しさ
と成就
感 を味
わう。
見た内容を簡単に復唱できる。
教師の質問に答えられる
教師の質問に対し,判断ができる,
または No。
生徒自評
教師評価
親による評価
1. 教師は生徒に良好な視聴習
慣を身につけさせ,アニメ
ーションを観賞する際,言
語に耳を傾けることを注意
させる。
親は子供と一緒にテレビ番
組を観賞し,すぐにフィー
ド・バックをし,例えば,
観賞時間やまじめさを記録
する。
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生徒にリスニング中の障害を克服できるように助言する。
最終的には,生徒が効果的なストラテジーを採用し,継
(2001年)中華人民共和国学校英語教育の基礎資料
続して学習に努力するよう,生徒を励ますという目的を
達成する。
2.評価の内容
評価活動 諭 嫌 評価標準
聞 く ・書く
テープを聞き,或いは教師,生徒の朗読を聞き,
要求に従って練習を完成する。例えば :
1.聞いて,数字を書く。
2.聞いて,○または×を書く。
3.聞いて,図を選凡
4.聞いて,記号または順序を書く。
☆☆☆1～2回聴いた後,全部の内容に熟練し,
正確に完成できる。
☆☆ 2～3回聴いた後,規定時間内で全部の内
容を比較的正確に完成できる。
☆  2～3回聴いた後,部分的内容を完成でき
る。
聴く。当てる
聴きながら当てる:教師は生徒甲を選出し,
その生徒の目を覆う。もう一人の生徒乙を選
出し,英語で自分の特徴を紹介させる。その
時,乙は名前を言つてはいけなし、乙は自分
の声を変えたりして,難しさを加減してもよ
しヽ 甲は聞いた内容から,乙の名前を当てる。
説明を聞き,謎々 を解く:教師または生徒は
英語で一つの謎々を説明し,ある生徒または
あるグループに解いてもらう。
☆☆☆1～2回聴いた後,すぐわかる。
☆☆ 2～3回聴いたら,わかる。
☆  3回以上聴いて, ヒントが貰えたら,当て
ることもできる。
聴く・行う
聞き取つた言語材料に従し、要求に応じて,それ
にふさわしい反応を示す。例えば,作動,手まね,
表情なと (組織単位は全クラスでもいいし,各
グループまたは隣同士でもいい)
☆☆☆聞き取ることができ,迅速に正しく反応
し,参加する意識が強く,積極的である。
☆☆ 聞き取れた言語材料のもとに独自で正確
的な反応を示し,参加する意識が比較的
強い。
☆  努 力して,或いは手伝つて貰いながら,聴
いた言語材料を分かり,正しく反応する。
聴 く 。画く
聞き取つた言語の材料に従い,要求に応じて,そ
れにふさわしい内容を描く。例えば,人物,動物,
植物,生活用品,II」頃なれ また,指定された場
所に正しい色を塗りつける。鮒 単位は一人で
もいいし,各グルニプまたは隣同士でもいい)
☆☆☆聞き取つた言語材料についてよく理解し,
要求される内容を素早く描き,形と色が
正確である。
☆☆ 聞き取りができ,要求された内容を上手に
完成できる。
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注:1.リスニングの言語材料は,録音テープでもよいし,教師または生徒の会話または指示でもよい。
2.評価の方法は生徒の年齢的特徴,個性上の特異点に合わせ,多様であり,生徒を励ます効果がある。
3.評価方法は生徒活動の実際状況に基づき,教師評価,生徒自己評価,生徒間評価などの方法を採用する。
評価案4:学習記録書類
学習記録書類13は,_人一人生徒の学習過程における努
力と達成した進歩,学習の成果を反映する1つ集合体で
ある。普通は,学習記録書類は1つのフォルダー の形式
にまとめられ,生徒の代表的な学習成果 (宿題,作品)
および反省報告書が保存されている。学習記録書類を作
り上げることによつて,自らが完成した宿題を生徒自身
がよく検査することを促し,比較的満足できる作品を自
主的に選んでいくうちに,自分の学習方法および学習成
果を振り返り,学習の自主性と自信を育てる。学習記録
書類は,先ヽ生,親および他の人に生徒の進歩の記録を提
供することもできる。そのため,学習記録書類は,生徒
の学習成果および進歩過程を観察する窓口になる。学習
記録書類は,働 こヽ選択された部分の宿題しか収集しな
いが,生徒が評価に参加する主体であることを表してい
る:生徒が自主的に学習記録書類の内容を選択すること
に参加する;生徒が学習記録書類の内容に対し, 自己反
省を行う。記録する学習書類の選択基準を生徒が自分で
確定する。
学習記録書類を作り上げることを通じて,生徒は先生
の指導と解釈に頼つていた状況から,次第に自主的に学
習できるようになる。先生は選択標準について説明し,
13学習記録書類は評価方法としてはポー トフォリオ評価
に当てはまる内容である。
その手本を示すことを通じて,生徒は次第にこの過程を
熟知する。さらに,この過程への理解が深まるにつれ,
生徒が単独か,または協力して,最もよい宿題を選出し,
グループの中で選択した理由について討論することがで
きる。最終的には生徒が単独で宿題に対して振り返りを
行い, 自信をもつて,同級生にその宿題を展示できるこ
とを期待する6
学習記録書類は下記の内容を包括するべきである :
(1)新しい課程が始まるとき,生徒の学力を反映する
ファイルあるいはテスト。
(2)生徒の学習活動に関する記録し例えば,授業中の
朗読,暗誦,役割演技の状況など。
(3)書面による宿題Mの見本,通常は生徒の最も満足で
きるもの。
(4)生徒の学習状況に対する教師と親の観察講評
(5)授業中のテスト,教師による採点のもの,教師の
指導下の友達による採鮮 講評,あるいは自己採鮮
講評。
(6)自分の学習態度,方法および効果に対する生徒自
身の反省および評価。
14宿題でも暗誦するような宿題ではなく,ノー トや ドリ
ルの課題をするなど,書いて行なつた事実が残る宿題の
こと。
評価活動 諭 嫌 評価標準
聴く。画く
☆  真剣に言語材料を聞き,教師または生徒か
らの支援をもらいながら,要求される内
容を完成できる。
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学習記録書類を利用して形成的評価を行う時,結論の
説得力を保証できるように,各見本が一定の数量に達す
ることに注意しなければならなし、 通常は,生徒の学習
の進歩過程を客観的に反映できるよう,学期の始めから,
各見本を収集する数量を確定するべきである。学習記録
書類は生徒が取れる場所で,彼らがいつでも調べられる
ように保管する。
評価案5:口頭試験の操作形式,採点方法と標準
学期または学年の口頭試験は,生徒による実際の英語
の日頭表現能力を評価する。生徒を2人1組に分け,教
師に指定された情景 (文字または図画で指示してもよい)
または話題に従い,討論またはコミュニケーションを行
う (生徒3～4人を1組に分けてもよいが,2人以上の教
師が評価に参加する必要がある)。教師は生徒の口頭表現,
コミュニケーション能力と有効性などの方面から評価を
行う。
日頭試験は下記の方面から生徒の口頭言語能力を評価
する。
(1)情報の組み立ては合理的かどうか,表現とコミュ
ニケーションは流暢かどう力、生徒は言語を組み立
て,表現する際,文法と語彙のミスがあり,正しく
表現できないかも知れないが,基本的な情報を有効
に伝えなければならない。
(2)発音,イントネーションおよびリズムが自然かど
うれ 相手に理解 してもらえるかどう力ヽ
(3)適当なコミュニケーションストラテジーを使用で
きるかどう力、日頭表現中,生徒が簡単なコミュニ
ケーションストラテジー,例えば重複,説明,表情
と手まねなどを使つて,コミュニケーションをスム
ーズに完成させる。
評価案6:作文評価の参考標準
作文標準 考査方法へのア ドバイス
3級:例文を参考に,簡単なグリー ティングカー ド又は
短文が書ける ;図画に基づき簡単で短い物語が書
ける。
生徒に幾つかの単語をあたえ,図画を見ながら,作文を
作ってもらう。
4級:簡単で短い指示,簡単な手紙と簡単な日誌が書け
る。
1.図画に基づき,ある製品の操作刊1贋を書き出す。
2.Peterさんに会議の知らせの便りを書く。
5級 :独自で簡単な報告,短い手紙,短文が書ける;人
物および事件について簡単な紹介が書ける。
1.クラスが行つた環境保護活動について簡単で短い報告
を書く。
2.新しく来た同級生について書く。
6級 :適当な言葉で便りと簡単な手紙,グリー ティング
カー ドが書ける ;教科書の本文を寸劇に改編でき
る。
1。ある学校に勤めていたMr.Greenが帰国後,生徒に手
紙を送つてきた。生徒が返事を書き, 自分の英語学習
の進歩状況を紹介する。
2.改編した寸劇を演じる。(改編した寸劇およびグループ
の演出について評価する。)
7級:人物または事件について書き,自分の見方を表現 1.提供された情報に基づき,交通事故の様子を書く。
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三,課程のためのリソースの開発およ岬 l用
課程のためのリソースの積極的な開発と合理的な利用
は英語課程を実施するうえで重要な構成部分を占める。
英語課程のリソースは,英語教材および生徒の総合的な
言語運用能力を伸展させるその他の学習材料と授業を支
援する施設・設備をさす。英語教育指導の特徴の一つは,
できるだけ多くの異なる手段 ・方法,形式を通じて,生
徒に英語を勉強させることである。生徒は言語および言
語の運用を自ら感受し,直接に体験する。そのため,教
科書を合理的に利用するほ力ヽ こ,以下のリソースを積極
的に利用すること。課程のためのその他のリソー ス,特
にラジオやテレビの番組,録音,録画,視聴覚教材と実
物,マルチメディアの CD一ROM資料,各種のインターネ
ットリソース,新聞雑誌など。
英語教材は英語課程のリソースの核心部分である。教
育行政部門と学校は生徒に必要な教材を提供することを
保障する。学校での英語教育の核心教材としては,生徒
が授業中に使用する教科書以外に,教師用教材,ワーク
ブック,アクティビティーブック,提示する図表,カー
ド,録音と録画用テープ,マルチメディアのCD一ROM,関
連する読み物などを用意しなければならない。教育指導
主管部門の指導のもとに,生徒および親の代表との協議
に基づき,学校は教育部門が審査 ・決定した教材または
審査した教材から教材を選択するべきである。選択され
た教材は成長性と開拓性,科学性,思想性,興味性,柔
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軟性と開放性15を持ち,生徒の年齢的特徴,心理的特徴お
よび認知の発達レベルに合致しなければいけない。教材
としては言語が本物であること,内容が広範であること,
題材が多様であることを考慮に盛り込むべきである。生
徒の学習に対する興味を呼び起こし,生徒の視野を広め,
思考方法を拡充しなければならなし、 英語教育の特徴に
よつては,学校は適宜外国の教育資料を選択して使用 し,
授業内容を補充して豊力ヽ こするべきである。
英語教材以外に,学校および教師は積極的に課程のた
めのその他のリソー スを利用するべきである。例えば,
ラジオ,映画,テレビ番組,録音: ビデオの資料,イン
ターネット,新聞雑誌などである。
課程のための豊富なリソースを提供し,教えと学びの
手段 ・方法を拡充し,教えと学びの方法を更新し,英語
教育指導の開放性と柔軟性16を強めるため,英語課程は図
書館,LL教室,録音録画の設備などの基本的な常設の教
育施設を充分に利用するべきである。教育行政部門と学
校は,英語課程のため上記の教育指導設備を提供できる
ように尽力すべきである。条件の良い学校では,テレビ,
ビデオ,コンピュータ,VCD,DVDなどなマルチメディア
の設備を配備するべきである。できるだけよい環境を作
15次節 「教材の編纂原則」参照。
16次節にあるが,開放性とは,例え|ム教材として良質
の内容であれば,課程標準以外の教材であつても使用す
るといつたカリキュラムの寛容性を意味する。柔軟性と
は,教材の内容を取捨選択することが可能であることを
意味する。
作文標準 考査方法へのアドバイス
できる;個人に関する情報を記入用紙に書き込む
ことができる。
2.表に個人に関する情報を書き込む。
8級 :連続して構成の整った短文が書ける。事情を描写
するか,あるいは観点 ・態度を表現することがで
きる。
傷を負つた名前のわからない大きな鳥が小明家の庭に落
ちてきた後,優しく世話されたことを短文に書き,この
ことに対して適当な評論を加える。
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り出し,視聴覚室を設けて,生徒に開放し,生徒が自主
的に学習できる条件を作り出す。
英語課程のリソー スを開発する際,情報技術とインタ
ーネットを充分に利用する。インター ネット上の各種メ
ディアのリソー スおよび英語教育の専門ウェブサイトは
各段階の英語教育指導に向けて豊富なリソー スを提供し
ている。また,コンピュータとインターネット技術は個
性的,自主的な学習によい条件を作り出している。コン
ピュー タとインターネットを通して,生徒は自分の必要
性に応じて学習内容および学習方法を選ぶことができる。
情報互換機能を持つコンピュー タおよびインター ネット
学習のリソー スは,生徒にフィー ドバック情報をすぐに
提供できる。更に,コンピュー タとインター ネット技術
は,生徒間の助け合いや学習リソニスを分かち合うこと
を可能にする。従つて,国家,省,市町村の教育行政部
門,学校および教師は,生徒がコンピュータとインター
ネットのリソー スを充分に利用でき,自分の必要性に応
じて学習ができるように積極的に条件を作り出すべきで
ある。条件の良い学校では学校の英語教育に関するホー
ムページを開設し,インターネットで授業を行い,いつ
そう学習の開放性と柔軟性を増加させる。
学校は,生徒が課程のためのリソー スの開発に参加す
ることを奨励し,支持するべきである。生徒を組織じク
ラスの図書コナーまたは図書棚を作る。生徒にクラスの
タブロイド版新聞,壁新聞を作るよう,また学習のリソ
ースを分かち合うように奨励する。
英語課程のリソー スの開発と利用は現場の経済的な状
況並びに生徒と親の経済力を考慮しなければならない。
多くのレベル,多くの類型のある英語課程のリソー スを
開発することに注意を払い,異なるレベルの必要性を満
足させる。課程のためのリソー スの多様性を一途に追う
あまり,生徒の経済的負担を増やし,課程のリソー スを
むだにしてはいけなし、学校は課程のリソー スのための
有効な管理システムを構築すべきである。既に揃えた課
程のリソー スを充分に利用し,使用しないまま放置して
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いるような状況を防止しなければいけなし、 課程のリソ
ースの更新や補充を絶えず行うべきである。
課程のリソースを開発して利用するに際しては,粗製
乱造の資料を編纂したり,販売 ・使用することを固く禁
止すべきである。学校および教師は,不法出版の模擬試
験問題や進度に合わせて作られた ドリル 0練習帳を購入
したり,生徒に推薦したりすることを厳しく禁止する。
四,教材の編纂および使用提案
英語教材は,英語の教育指導中に使用される教科書お
よびそれに合わせて使用するワークブック,アクティビ
ティーブック,物語,自習帳,録音テープ, ビデオテー
プ;掲示する図表,カー ド,指導用道具,コンピュータ
のソフトウェアなどである。基礎教育の段階に英語課程
で使用される教材は,生徒の学習および教師の教育指導
にとつて重要な内容を提供し,手段となる。英語課程標
準に定められた課程の目標および教育指導の基準事項は,
英語教材を編纂する際の原則となる。課程標準の基本的
な基準を満たす前提として,教材にはできるだけ柔軟性,
多様性があり,異なる生徒の需要を満たすことが挙げら
オЪる。
(一) 教材の編纂原則
1.成長性および開拓性の原則
英語教材の内容および活動形式は,生徒の全面的且つ
長期的な成長に寄与しなければならない。教材を使つて
学習することを通じ,生徒が独立自主的な学習能力を獲
得し,生涯にわたつて学習ができるような条件を作り出
すべきである。そのため,教材としてできるだけ探究型,
発見型の学習の方式を採用 し,それによつて生徒の思考
を広く開拓し,視野を広げることを促し,新機軸を打ち
出す精神と実践能力を育成する。教材内容の編成方式は,
生徒のまとめる能力や,1つの事から類推して多くの事を
知る能力を養成することに貢献し,生徒が言語を運用す
る過程で言語規則を発見することにもつながる。
2.科学性の原則
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言語学習の客観的な規則に従って英語教材を編纂し,
異なる年齢層と言語レベルの生徒の学習特徴および学習
需要を充分に満たすべきである。教育指導内容および基
準は順次漸進する原則を表し,易しいことから難しいこ
とへ,簡単なことから複雑なことへ,一歩一月順次に進
めるべきである。低い年齢層,あるいは初級段階の生徒
向けの教材は,語音の基礎やリスニング,スピーキング
能力を育成することを重視し,上級段階では,生徒のリ
ーディングとライティング能力を育成することに重点を
おく。異なる段階における生徒の学習の特徴によつて,
教材は教育指導の内容と要求などの点にそれぞれ重点を
おくべきである。
教材は内容, 日標と基準などの点において完備した体
系を持つべきである。言語技能,言語知識,感情態度,
学習ストラテジー,異文化コミュニケーションの意識な
どの内容と目標については相互に関連し,浸透し,支持
しあわなければならない。言語の学習では,言語材料の
高い再現率17を強く求められるため,教材の編纂に当たつ
ては,重要な言語現象が十分に再現され,出現すること
が保証されなければならなし、 教材はなるべく現実的で
本物に近く,典型的な言語素材を選ばなければならなし、
3.思想性の原則
英語の教材は,思想道徳教育に符合し,生徒の正しい
人生観と価値観の形成のためにならなければならなし、
言語は文化の媒体である。外国の文化は生徒の人生観,
世界観と価値観に対してある程度の影響を与える。その
ため,教材は中国の伝統的文化を反映しなければならな
いし,外国文化の優れた点を生徒に理解させるためにも
有効で, しかも生徒の鑑別能力を高めるものでなければ
ならない。
4.興味性の原則
教材は生徒の知識のレベル,認知のレベルおよび,心
理的発展と一致するうえ,できるだけ興味のある内容と
^t{}?i=/JLAS (vo1.33, 2005) 91-130
活動を提供することに通じて,生徒の学習興味と学習動
機を呼び起こしたい。このために,教材は,生徒の現実
の生活と緊密なつながりがあり,時代に通じる言語材料
を提供し,現実の言語の応用場面を設け,コミュニケー
ションとしての意義のある言語の実践活動を配置すべき
である。教材内容の選択と配置に当たつて,異なる年齢
層の生徒の興味,趣味,願望など,学習上の需要と心理
的需要を十分に配慮するべきである。
5。柔軟性と開放性の原則
教材の内容,教育指導の活動と方法はより大きな柔軟
性と開放性を持たなければならなし、科学性の原則に逆
らわないという前提の下で,教材はある程度の弾力性と
伸縮性を持つべきであり,使用者が各自の必要に応じて,
教材の内容について適当に取捨選択することができる。
教材は,課程標準に定められている修得しなければなら
ない内容以外に,能力のある生徒が選択的に勉強できる
ように,一定量の内容を盛り込むべきである。
(二)教材使用への提案
教師は現実の教育指導の必要性に応じて,柔軟的かつ
創造的に教材を使用し,教材の内容,順序,教育指導方
法などの点で適切な取捨選択と調整を行うも
1.教材の内容に対して適切な補充と削減を行う
教材を使用する過程において,教師は,必要応じて教
材の内容に対する適切な補充を行うことができ,そうす
ることによつて教材の内容が一層生徒の要求と現実的な
生活に近づくことができる。教材に対する適切な補充を
行う時,教師はさらに実際の状況によつて教材の内容に
対しても適切な取捨選択を行うことができる。教材に対
して補充あるいは取捨選択を行う際,教材の全体性と統
一性に影響を及ぼしてはいけなし、試験のために恣意的
に教材の内容を調整することを避ける;出来る限り,補
充あるいは取捨選択の内容について,生徒と話し合うベ
きである。
2.教育指導の内容と活動の入れ替え
教育指導を行う課程において,教師は実際の教育指導17言語材料が教材の中に出現する頻度 ・回数
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の需要に応じて,教材の中の不適切な内容あるいは活動
を取り替えることができる。例えば,教師はあるユニッ
トの文章の内容がリー ディングの練習に適しているが,
練習問題が不適切であるとか,あるいは,生徒にとつて
適切な問題ではないと判断した場合,元の練習問題と自
ら作成した練習問題と交換してもよし、 また,ある部分
の言語が規範にならないか,あるいは真正性がないと考
えた場合,教師は,自ら他の言語材料を選び:その部分
を取り替えることができる。
3.教育指導の内容と活動の準備 ・計画を広げる
教材によつては,教育指導活動の難度が高すたり低す
ぎる現象が時々発生する。例えば,ある活動が非常に困
難であると考えた場合,教師は,幾つかの準備と指示を
加え,活動の準備 ・計画を拡大することによつて,活動
の難度を下げることができる。また,活動があまりにも
容易であるならば,教師は元の活動を発展させることが
できる。例え1土読解に加えて,討論および弁論を行い,
語彙の練習を増やし,作文の練習を行うこともできる。
4.教育指導の順序を調整する
生徒の実情に応じて,教材内容の順序に適切な調整を
行い,教育指導の効果を高める。例えば,生徒の周辺事
情に重大な事柄が発生し,教材の中にちょうどその事情
に関連する内容が含まれるユニットがあつた場合,連続
性と難しさBなどの点において大きな問題がなけれ団頃
序を入れ替えて,このユニットの学習を早めに実施して
もよしヽ 教材の内容と実際の生活との結びりきがあれ|£
生徒らの学習動機が高められ,学習の効果をも高めるこ
とにつながる。また,教材の内容に対して取捨選択を行
う場合,元の教材の学習順序に対しても相応な調整を行
う必要が生じるかもしれない。
5。指導方法を調整する
客観的な教育条件の差異,生徒の言語レベルの違いお
18教材配列の難易度の連続性 (通常は易から難勺
材の難度を意味する。
と教
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よび具体的な教育指導の実情の差異によつて,教材に対
して推薦または提案された指導方法が,実際の教育指導
の要求と合致しないことは時々にして生じる。そのよう
な状況であれば,教師は指導方法を調整することに注意
を払わなければならない。
6.教材の使用状況をまとめる
教材をしばらく使用した後,その使用状況について,
総括および分析を適宜行うべきである。主に以下のよう
な内容を含む。
(1)教材の使用によつて,予定の教育指導の目標を達成
したかどうか ;
(2)教材の使用によつて,教育指導の効果を高めたかど
うか ;           ‐
(3)教師および生徒の教材に対する満足度 ;
(4)教材が使用される過程において, どのような長所,
短所があるか ;
(5)同じ教材を引き続き使用するのであれば,どのよう
な点についてさらに調整を行わなければいけない
力、
3.まとめ
本稿では,中華人民共和国教育部0∞1)の完訳を掲載
することを目的とした。したがつて,本稿を基にした分
析,例えば2001年,この中国の英語教育の国家カリキュ
ラムが出版された同年にEUが公表した言語政策,「ヨー
ロッパの共通枠組み」CCommonEuropeanFrameworD
19との比較検証からは,英語という国際通用度の高い言語
の教育方針を,洋の東西の国と地域がどのように捉えて
いるかが浮き彫りになるであろうし,本英語課程標準と
日本の英語科学習指導要領の比較研究からは,中国独自
の英語教育観が究明されるであろうが,これらの分析は
別の機会に譲り,本稿はそのための足掛かりとしたし、
おそらく上記のような比較研究からは,大国中国の英語
re CouncilofEumpe €OOt)
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教育専門家たちの計り知れぬ先見性が浮かび上がつてく
るに違いない。
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